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特別史跡大湯環状列石は、我国を代表する縄文時代の遺跡であります。

この貴重な文化遺産を保存し、学術的・歴史的価値を正しく後世に継

/~3し ていくため、昭和59年より発掘調査を継続してまいりました。

これと並行し、周辺遺跡の特別史跡への追加指定、追加指定地の公有

化事業の開始、環境整備基本構想の策定等を進め、史跡整備事業に係る

前提条件が整いつつあります。

このことから、平成 4年度からは史跡整備のためのより具体的な資料

収集を目的に、整備の急がれる万座環状列石周辺に調査区を設定し、発

掘調査を継続してまいりました。

本年度は、万座環状列石東佃1隣接地を調査区に選定し、発掘調査を実

施いたしました。

その結果、建物跡、環状配石遺構、配石 al」、土渡等の遺構の確認と共

に多量の遺物が出土し、貴重な資料を得ることが出来ました。

本書は、これらの調査成果をまとめたものであります。学術研究・埋

蔵文化財保護の資料として活用いただければ幸いに存じます。

終わりに、この調査に際し、ご協力・ご指導くださいました文化庁並

びに秋田県教育委員会、関係各位に心から感謝申し上げると共に、今後

の環境整備事業につきましても、一層のご指導とご鞭撻を賜りますよう

お願い申し上げます。

平成 7年 3月

鹿角市教育委員会

教育長 '夫  不」 中
′じ｀
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1.本報告書は、平成 6年度に国・県の補助を得て実施 した特別史跡大湯環状列石第11次発掘

調査の報告書である。なお、同調査は史跡の環境整備計画策定のための基礎資料収集を目的

に実施 されたものである。

2.本調査の概要については機会あるごとに発表してきたが、本報告書を正式なものとする。

3.本報告書の執筆は、調査員が分担 し、文責は各々の文末に記した。

4.資料の鑑定等は、下記のとおり依頼 した。

石器類石質鑑定 …………・秋田県立十和日高等学校 教諭  鎌 田 健 一

炭化種子の同定 ……… 1・・・鹿角市立花輪第一中学校 教諭  成 田 典 彦

5.土層、土器等の色調の記載には『新版 標準土色帖』 (日本色彩研究所)を使用した。

6.遺物の実測・採拓・ トレース等の一連の整理作業は、調査員の指導のもとに、調査補助員

整理作業員が行った。

7.本報告書に収載 した図版のスケールについては、各々に示 した。なお、写真図版について

は任意の縮尺とした。

8.本報告書の文中において、用語の主たるものについては統一するように努めたが、数度に

わたり使用されるものは簡略している場合もある。

9.図版・写真図版で下記の記号やスクリーン・ トーンを使用した。

SB…………・建物跡   SK・ …………土 墳   SK(F)・ ………フラスコ状土 lrr

SK(T)・ ……Tピ ット  SX(0)・ ……石囲炉    SX(S)・ ……・・配石遺構

Pit・・……・柱穴状ピット SX(f)… ……焼土遺構  SX(U)… …・埋設土器遣構

多彩多多
・…………遺構確認面下の土層   F=::::|…・………柱痕・焼土

10.発掘調査・報告書作成にあたっては、下記の方々から御指導・御助言をいただきました。

記して感謝の意を表します。 (敬称略・順不同)

田中哲雄、岡村道雄、増渕 徹 (文化庁記念物課 )、 藤本英夫 (北海道文化財研究所 )

村越 潔 (弘前大学)、 佐原 真、阿部義平 (国立歴史民俗博物館 )

小林達雄 (国学院大学)、 冨樫泰時、桜田 隆 (秋田県埋蔵文化財センター)

遠藤正夫 (青森市教育委員会 )、 巾 隆之 (群,5県埋蔵文化財調査事業団)
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第 I章 遺跡の環境

1.遺跡の位置と立地

秋田県の北東端に位置する鹿角市は、奥羽山脈と高森山地の懐に形成された南北に細長い盆

地にのる。これらの山脈・山地の裾野に形成された段丘は、盆地を貫流する米代川の大小の河

川の浸食を受け多くの舌状台地状 に発達 している。この段丘・台地上には多くの遺跡が分布し

ており、現在416ケ 所の遺跡が存在する。特別史跡大湯環状列石もその一つである。

特別史跡大湯環状列石は、秋田県鹿角市十和田大湯字万座、字野中堂、字一本本後口に所在

する。同列石ののる台地は、大湯川と豊真本沢川の浸食によって形成された南西方向に緩やか

に延びた舌状台地で、標高180mを測る。

列石は、通称「風張台地」のほぼ中央、一本木・寺坂両集落の中間に位置 し、 JR花輪線十

和田南駅の北東 3.5knl、 東北縦貫自動車道十和田 ICの北東3.7kmの 地点、北緯40度 16分20秒、

東経140度 48分 49秒の地点である。
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本年度調査区 D6区は、万座環状列石北東側隣接地から遺跡中央を横断する県道大湯花輪線際

までの範囲である。なお、調査区を通る作業道を境に、万座環状列石隣接地は昭和31年に、作

業道東側は平成 2年度に特別史跡 として指定・追カロ指定されている。 (藤井 安正 )

2.遺跡の層序

本年度の調査区がD4区の隣接地であるため、基本層序については、これらの調査地の分層、

細分基準 と同一のものとした。

第 I層 は大湯浮石層までの堆積層で、 Ia層 は耕作土である。また、 Io層 は昭和 17、 26～ 27

年の万座環状列石発掘時の排土である。

第Ⅱ層は大湯浮石層で、調査区ほぼ全域で観察されるが、所々で耕作により攪乱されている。

同層は粒子の粗細、色調、浮石の合有量から3層 に細分される。Ⅱa層 はにぶい黄褐色のシル

ト質の火山灰層、Ⅱb層 は粒径 1～ 20mの明黄褐色浮石層、Ⅱc層 は黒色土中に浮石粒が多量混

入している層である。

第Ⅲ層は大湯浮石層下から地山直上の暗褐色土層までの層で、色調、粗密度、混入物の合有

量等から4層 (Ⅲ a～ Ⅲd)に細分される。Ⅲa層 は黒色土でほとんど混入物 を含まず、堅 くし

まっている。Ⅲb層 も黒色土で混入物をほとんど含まないが、粗密度と堅さからⅢa層 とは識別さ

れる。Ⅲc層 は暗褐色土で、調査区南東部から東部にかけて観察された。Ⅲd層 は黒褐色土で、

下位火山灰を小量混入 している。

なお、ZG-99グ リッド付近の攪舌しは、Ⅲd層上位までおよび、これは昭和初期の耕地整理

時の水路跡によるものである。

第 IV層 は地山 (下位火山灰)直上の層で、暗褐色土である。若千粘性があり、しまりのある

層である。

第V層 は申ケ野火山灰と考えられる責褐色の火山灰層である。本報告書では本層をV層以外

に下位火山灰あるいは地山と表現している。地山面はほとんど平坦である。なお、柱穴、土獲

等はこの層まで掘込んでいるものもあり、 Tピ ット等の掘込みの深い遺構は、本層下の灰自色

火山灰層 (′島越火山灰層)を も掘込んでいる。 (花海 義人 )
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第 3図 調査区基本層序図
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I。 層 黒褐色土 (10YR2/3)昭 和 26～27年発掘土
I層  黒褐色土 (loY R3/2)耕 作土
Ⅱa層  にぶい黄褐色火山灰 (10YR5/4)シ ル ト質火山灰、

堅 くしまる

Ⅱb層  明黄褐色浮石 (10YR6/6)径 01～ 20‐mの浮石粒
Ⅱc層  黒 色 土 (loYR2/1)浮 石粒 多量混入
Ⅲa層 黒 色 土 (loYR1 7/1)堅 くしまる

Ⅲb層  黒 色 土 (7 5YR2/1)Ⅲ a層 よりやや軟弱
Ⅲc層 黒褐色土 (7 5YR2/2)チ ョコレー ト色 に近 い色調
llld層 黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒小量混人
IV層 暗褐色土 (10YR3/3)地 山粒、プロ ック多量混入
V層  黄褐色火山灰 (10YR5/8)地 山

攪
=La 
昭和初期 の耕地整理時の水路跡

※土層柱状図はS:1/60

柱状図間はS:1/1200
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第Ⅱ章 調査の概要

1.調査要項

1.遺 跡 名   特別史跡大湯環状列石

2.調 査 目的   万座環状列石周辺におけるこれまでの調査によって確認されている建

物跡、フラスコ状土墳等の分布状況、万座環状列石との位置関係及び

新旧関係の確認を目的に発掘調査を実施 し、史跡整備計画策定のため

の基礎資料とする。

3.調 査 地   D6区   秋田県鹿角市十和田大湯字万座21番地ほか

4.発 掘 面 積   2,656ピ

5.調 査 期 間

発掘調査      平成 6年 5月 16日 ～平成 6年 9月 30日

整理・報告書作成  平成 6年 10月 3日 ～平成 7年 3月 31日

6.調査主体者   鹿角市教育委員会

7.調査担当者   鹿角市教育委員会 生涯学習課

(主任 秋元信夫   主任 藤井安正 )

8.調査参加者

調査指導員  熊 谷 太 郎 (秋田県教育庁文化課 学芸主事 )

調 査 員  鎌 田 健 一 (秋田県立十和田高等学校 教諭)

成 田 典 彦 (鹿角市立花輪第一中学校 教論 )

三ケ田俊明 (小坂町立小坂小学校   教諭 )

調査補助員  武藤孝一、柳沢和仁、石川将親、大森寿子

発掘作業員  平泉良子、金沢典子、本村イヨ、本オす千鶴江、黒沢珠子、佐藤良子

高瀬正子、高村サツ、田中栄子、田中美千栄、千葉ヨリ、兎沢サツ子

苗代沢ノブ、奈良幸子、松宮カチ、宮沢カヨ、宮沢キヨ、宮沢 トミエ

安村ヨコ、柳沢恵美子、柳沢勝江、柳沢ミネ、柳沢ヤス、柳館愛子

整理作業員  本村真樹子

9.生涯学習課

課  長   阿 音6 満

課長補佐   村 本 仲 夫

主  任   秋 元 信 夫

藤 井 安 正
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主  事   花 海 義 人

10.協 力 機 関

文化庁記念物課、秋田県教育委員会、秋田県埋蔵文化財センター

2.調査の方法

調査区内のグリッド設定については、第 1次調査以来のN-49生Wを基準線とする 5m単位

のグリッドとし、万座環状列石内基準杭から延長した。杭番号はアルファベッド (北西～南東

方向)と 算用数字 (北東～南西方向)で付 し、西佃1の杭 を以てグリッドの名称とした。

作業の効率化を図るため、本調査区に隣接 した調査結果に基づき、調査区内の基本層序 I層

(表土)については重機により除去 した。なお、遺物包合層、遺構構築面であるⅡ層以下につ

いては手掘 りによる分層発掘とし、極力上層での遺構確認に努めた。また、遺跡・遺構の保存

のため遺構が確認された層以下の調査を見合わせた。

遺構の番号については、各遺構 とも種類別、発見順に601番より付 した。

本調査は、遺構の分布状況の確認にその主眼を置いた。このことから遺構の精査は種別・形

態・規模の認知されるところまでとし、遺構の保存にも配慮 した。遺構の実測については簡易

遣 り方測量を用い、遺構に即 して1/20、 1/10の 縮尺で図化した。

遺物の取 り上げについては各グリッド、各層ごとに一括 して取 り上げた。一個体土器又は復

元可能な土器や土製品、石製品については出土地点を記録するように努めた。

写真撮影には、 2台のカメラを使用し、調査各段階及び遺物出土状況を自黒、リバーサルフ

ィルムに収めた。

3.調査の経過

特別史跡大湯環状列石第11次発掘調査は 5月 16日 から開始 し、全調査を終了したのは 9月 30

日である。以下、調査 日誌に基づき調査の経過を述べる。

5月 16日 、作業員への作業内容、事務連絡のあと、発掘作業を開始する。同日より重機 を導

入し、調査区南東部の表土 (第 I層 )除去、その後調査区北西部に移動し表土除去を行う。な

お、重機 による調査区全域の表土除去が終了したのは 5月 26日 である。

5月 末には、調査区南東部においては遺構確認面までの掘 り下げもほぼ終了し、ZE-97グ

リッド周辺から多量の遺物と共に、ZD-94グ リッド周辺より数基の土墳を確認する。

6月 1日 からは、調査の主体を北西部に移し、堆積土の除去と遺構確認を行 う。その結果、

遺構確認終了グリッドからは、次々と彩 しい程の柱穴状 ピット・土墳が確認され、確認作業と

並行し柱穴状 ピット等の半裁作業に取 り係る。 6月 15日万座環状列石東側隣接部分より環状配
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石遺構を確認、6月 20日、zo-97グリンド、Ia～Ⅲd‐層より足形のついた土製品が出土した。

7月 に入り、好天続きで調査が順調に進行するものと考えていたが、相次ぐ高温・晴天のため

作業は難渋する。 7月下旬には確認された柱穴状ビットは300個を超えた。

8月 5日より、作業は調査員、調査補助員のみで行う.こととし、遺構の半裁と―土層断面図作

成を―、同22日 ,よ り平面図作成を行い、この作業‐は9月上旬まで続いた。9月 1中旬か
―らは、調査|

区の北婦部の拡張とCI区との関連を1犯握するためZGラ インの調査を行ラー。

9月 30日 ま―でに、遺構精査、記録を―終了し、本年度の現地での作業
―をすべて終えた。

なお、8月 23日～場日には文化庁記念物課田中哲雄主任調査官、秋田県教1育庁文化課熊谷太

郎学芸主事の現地指導をいただいた。また、一般を対象とした現地説明会を10月 8日にない(

県帥 卜からの多数の参力1者があつた。 (藤井 安正)
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第Ⅲ章 D6区の検出遺構と出土遺物

D6区 において確認された遺構は、建物跡17棟、柱穴状 ピット4041固 、環状配石遺構 3基、配

石列 5条、配石遺構 3基、石囲炉 2基、焼土状遣構15基、埋設土器遺構 1基、Tピ ット3基、

フラスコ状土渡15基、土墳24基である。いずれの遺構も構築時期は縄文時代後期前葉～中葉に

かけてである。なお、上記の遺構数の中には、前調査に引き続 き精査 されたものも含まれてお

り、それらについては旧遺構名で記述 している。

1.建物跡と柱穴状ピット

D6区 からは495の 柱穴状 ピットが検出された。 これらの分布状況をみると万座環状列石近傍

及び同環状列石北側 30mの地域 (第 12図)に集中している。ピットはⅢd～ Iv層 において確認

されその規模は径12cm～ 152cm、 確認面からの深 さ7 cm～ 148cmを 測 る。ピットの中には柱痕が確

認されたものも多く、また、規則的な柱配置を示すものが存在することから、これらのほとん

どは堀立柱建物跡 (建物跡とする)の柱穴と考えられる。

本調査において、柱配置を明確にし得たのは17棟であるが、ピット同志の重複が激 しく柱配

置を確定できたかったものもあり、本来は確認数の数を上回るものと考えられる。

ここでは、柱配置の確定した17棟 について、概要を述べる。

第601号建物跡 (第 6図、21図 1・ 9、 24図 119・ 120)

万座環状列石北側に隣接するZS・ ZT-94・ 95グ リッドに位置する。第602号 建物跡 と重

複関係をもつが、新旧不明である。ピット601・ 613・ 644・ 1090を 柱穴 とする4本柱の建物で、

長辺2.90m、 短辺2.80mを沢1り 、長軸方向はN-73°―Wである。

本遺構 ピットより縄文時代後期前葉の土器破片が出土した。

第602号建物跡 (第 6図、21図 5・ 13、 25図 1～ 3・ 6)

万座環状列石北側に接するZR・ ZS-94・ 95グ リッドに位置する。第603号建物跡・第602

号焼土状遺構 と重複 し、新旧関係は603号建物跡・602焼土状遺構一本建物跡である。

ピット604・ 612・ 621・ 630・ 1095と 万座環状列石柵内に存在すると考えられるピットをカロ

えた 6本柱の建物跡で、長辺3.30m、 短辺3.30m、 張 り出し部軸長4.92mを測 り、長軸方向N

-78°一Wである。柱穴の掘 り方径91cm～ 135m、 深 さ107cm～ 142cmを 測 り、ビット621で確認さ

れ柱痕径は52cnlを 測 る。

本遺構ピットより縄文時代後期前葉の土器破片、石器 (掻器 4点)が出土した。
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第603号建物跡 (第 6図、21図 2・ 3・ 7・ 10・ 11、 25図 4、・26図 2)

万座環状列石北傾1に接するZS・ ZT-94・ 95、 ZR-94グ リッドに位置する。第601号 ・

602号建物跡・第610号土墳、第602号焼土状遺構と重複し、新旧関係は本建物跡→602号建物跡、

他遺構との新旧は不明である。

ピット602・ 605・ 609・ 614・ 616・ 1096を 柱穴とする6本柱の建物跡で、長辺3.98m、 短辺

3.50m、 張り出し部軸長5.40mを沢1り 、長軸方向N-85°一Wである。柱穴の掘り方径49m～ 85

cm、 深さ43cm～ 146 cmを 測り、ピット各々で確認された柱痕径は31 cm～ 45mを測る。

本遺構ピットより縄文時代後期前葉の上器破片、石器 (掻器、凹石各 1点)が出土した。

第604号建物跡 (第 7図、21Ⅸ 131、 26図 3・ 5)

万座環状列石北側に隣接するZQ・ ZR-94・ 95グ リッドに位置する。第605号・606号建物

跡と重複し、新旧関係は605号建物跡→本建物跡→606号建物跡である。

ピット620・ 623・ 635・ 656・ 666・ 678を 柱穴とする6本柱の建物跡で、長辺4.00m、 短辺

3.70m、 張 り出し部軸長5.45mを測 り、長軸方向N-60°一Wである。柱穴の掘り方は77cm～ 94

cm、 深さ90cm～ 114cmを測る。各ピットから確認された柱痕は35∞～44cmである。

本遺構ピットより縄文時代後期前葉の土器破片、石器 (凹石・石錘 1点)が出土した。

第605号建物跡 (第 7図、21図 12・ 23・ 28・ 30・ 32、 25図 5)

万座環状列石北側に隣接するZQ・ ZR-94・ 95グ リッドに位置する。第604号建物跡 と重

複関係にあり、その新旧は本建物跡→604号建物跡である。

ピット619・ 624・ 634・ 660・ 667・ 676を 柱穴とする6本柱の建物跡で、長辺3.70m、 短辺

3.31m、 張り出し部軸長5.04mを測 り、長軸方向N-59° Wである。柱穴の掘り方径は68cm～

118crl、 深さ75m～ 124cmを測る。各ピットで確認された柱痕は径36cm～ 48面 を測る。

本遺構ピットより縄文時代後期前葉の土器破片、石器 (掻器 1点)が出土した。

第606号建物跡 (第 7図、21図 29)

万座環状列石北側に隣接するZQ・ ZR-95・ 96グ リッドに位置する。第604号・605号建物

跡・第613号土墳と重複関係にあり、その新旧は605号建物跡→604号建物跡→本建物跡、613号

土獲→本建物跡である。

ピット668・ 671・ 679,1019を 柱穴とする4本柱の建物跡で、長辺3.90m、 短辺3.85mを測

り、長軸方向N-60° Wである。柱穴の掘り方径は97cm～ 106cm、 深さ115cm～ 148cmを浪1る。

各ピットで確認された柱痕は径43m～ 53cmを測る。

本遺構ピットより縄文時代後期前葉の土器破片が出土した。

第607号建物跡 (第 8図、22図 35・ 39・ 40、 25図 10、 26図 6～ 8)

万座環状 rll石東側に隣接するZN-96、 ZO-95・ 96グ リッドに位置する。第616号 Tピ ッ
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卜、第620号・622号 フラスコ状土獲、第615号 土渡 と重複する。遺構同士の重複は見当らない

が、各遺構の出土遺物から本建物跡が新しいものと考えられる。

ピット691・ 700,702・ 706を柱穴 とする4本柱の建物跡で、長辺4.20m、 短辺4.00mを浪1り 、

長軸方向 N-23°一Wで ある。柱穴の掘 り方径102cm～ 110cm、 深さ109cm～ 133cmを 測る。各 ピッ

トで確認された柱痕は径30cm～ 47cmを 測 る。

本遺構 ピット691よ り縄文時代後期中葉の土器破片が出土している他、石器 (掻器、敲石、石

錘、磨製石斧各 1点 )が出土 した。

第608号 建物跡 (第 8図、25図 13、 27図 3)

万座環状列石東側に接するZN-94・ 95、 ZN-94グ リッドに位置する。第623号 フラスコ

状土墳 と重複 し、本建物跡が新 しい。

ピット689,751・ 835・ 837を柱穴 とする4本柱の建物跡で、長辺3.75m、 3.25mを測 り、長

軸方向 N-17°¬ Vである。柱穴の掘 り方径105cm～ 138cm、 深さ119cm～ 135cmを 浪1る。各ピット

で確認された柱痕は33cm～ 49cmを沢1る 。

本遺構 ピット751よ り縄文時代後期中葉の土器細破片が出土 している他、石器 (掻器 1点 )、

土製品 (土器片利用土製品 1点)が出土した。

第609号建物跡 (第 9図、22図 54・ 60、 25図 15)

万座環状列石より東側へ約14mほ ど離れた ZL-96、 ZM-96・ 97グ リッドに位置する。

ビット793・ 860・ 863・ 915を柱穴 とする4本柱の建物跡で、長辺3.30m、 短辺2.60mを測り

長軸方向N-23° 一Wである。柱穴の掘 り径40cm～ 74cm、 深 さ63cm～ 82cmを波1る 。各ピットで確

認された柱痕は31cm～ 32cmで ある。

本遺構 ピットより縄文時代後期前葉の土器破片、石器 (掻器 1点)が出土 した。

第610号建物跡 (第 9図 )

万座環状列石より東側へ約10mほ ど離れたZM-95・ 96、 ZN-95。 96グ リッドに位置 し、

第608号 ・609号建物跡の中間にある。また、この地域は昭和27年の第二発掘溝に当たる部分で

この時に確認された住居跡 と重複関係にある。新旧は不明。

ピット809・ 812・ (13)。 (16)の 4本 を主柱穴とし、これを取 り囲むように15本の柱穴から成

る建物跡で、柱穴間の長辺2.25m、 短辺2.00mを波1り 、長軸方向 N-15°一Eである。なお、主

柱穴を取 り囲む柱穴の環径は4.32mで ある。

柱穴の掘 り方径は19cm～ 46側、深 さ12cm～ 94cmを測 り、数値的に大きな開きがみられる。

本遣構ピットより縄文時代後期前葉の土器細破片が出土した。

第611号建物跡 (第 6図 )

万座環状列石北側に隣接するZT-92・ 93、 ZU-92・ 93グ リッド、調査区Dl区、D4区 に跨
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がって位置する。第409号配石列、第235号 Tピ ット、第242号フラスコ状土墳と重複し、新旧

関係は235号 Tピ ット、242号フラスコ状土墳一本遣構→409号配石列である。

ピット(203)・ (204〉 ・(208)・ (210)・ (203)と未調査部分の一本を含めた 6本 を柱穴とする

建物跡で、長辺4.40m、 短辺3.55m、 張り出し軸長3.75mを 浪1り 、長軸方向はN-70°一Eであ

る。柱穴の掘り方径は48cm～ 68cm、 深さ56cm以上～119cmを測る。

前調査時に、本遺構ピットより縄文時代後期前葉の土器破片が出土している。

第612号建物跡 (第11図、23図 91・ 95、 25図 24・ 25)

万座環状列石南東側に隣接するZK-91・ 92、 ZL-91・ 92グ リッドに位置する。本調査に

よって確認された建物跡で、南端に位置する。他遣構との重複は認められない。

ピット963・ 969・ 972・ 976・ 1021と 未調査部分の一本を合めた6本柱穴とする建物跡で長辺

4.40m、 短辺3.95mを測り、長軸方向はN-8°一Eで ある。

柱穴の掘り方径は91cm～ 11 2cm、 深さ98cm～ 136cmを測る。各ピットで確認された柱痕は径30

cm～34∞ を測る。

本遺構ピットより縄文時代後期前葉の土器破片の他、石器 (掻器 2点)が出土した。

第613号 建物跡 (第 10図、23図 75～ 77・ 78、 25図 20)

万座環状列石南東狽1に隣接するZL-92・ 93、 ZM-92・ 93グ リッドに位置する。 第603号

環状配石遺構、第615号・617号建物跡と重複し、その新旧関係は617号建物跡→本建物跡→615

号建物跡→603号環状配石遺構である。

ピット929・ 936・ 943・ 989,990・ 1013を 柱穴 とする6本柱の建物跡で、長辺4.90m、 短辺

4.70mを沢1り 、長軸方向はN-3°一Wである。

柱穴の掘り方径は98cm～ 139cm、 深さ93cm～ 132mを浪1る。各ピットで確認された柱痕は径39

cm～ 50mを浪」る。

本遺構ピット986よ り縄文時代後期中葉の土器破片の他、石器 (掻器 1点 )が出土した。

第614号建物跡 (第 10図、24図 104、 26図 18)

万座環状列石東佃1に隣接するZK-93、 ZL-93・ 94グ リッドに位置する。重複する建物跡

やその他遺構は見当らない。第613号建物跡や第602号環状配石遺構の東側に位置する。建物跡

東イ貝1は未調査である。

ピット883・ 1008と 未確認の数本による4本柱の建物跡と想定される。ビット883と 1008間の

距離は4.70mを測 り、これを結ぶライン方向はN一 Sである。

柱穴の掘り方径は80cm～ 108cm、 深さ96cm～ 1 00cmを測る。各ピットで確認された柱痕は径39

∞～50cmを測る。

本遺構ピット1008よ り縄文時代後期中葉の土器破片の他、石器 (石錘 1点)が出土した。
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Pit 609

Pit61 9

Pit602

Pit 612

Pit621

ピッ ト602
1層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
2層  黒褐色土 (10YR3/2)
3層  黄褐色土 (10YR5/8)
4層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
5層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
+明褐色土 (7 5YR5/6)

ビッ ト619

1層 黒 色 土 (10YR2/1)
2層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
3層 黒 色 土 (7 5YR1 7/1)
4層  黄 7■l色土 (10YR5/8)

一 Pit604 Pit605 Pit622 Pit603 -

Pit 613 Pit616

Pit625 Pit624   Pit623

ピッ ト601
1層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
2層  暗褐色土 (7 5YR3/3)
3層 黒褐色土 (7 5YR2/2)
4層  黄褐色土 (10YR5/8)
5層 黒褐色土 (10YR2/3)
6層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
7層 黒 色 土 (7 5YR2/1)

ビッ ト605
5層  黒褐色土 (7 5YR2/2)

ピッ ト622
6層 墨褐色土 (10YR2/2)

ビッ ト616
1層 黒 色 士 (10YR2/1)
2層  黒褐色土 (10YR2/3)
3層 黒 色 土 (10YR2/1)
4層  暗褐色土 (7 5YR3/3)

ビッ ト624

ピッ ト603
7層  黒褐色土 (10YR3/1)
8層  暗褐色土 (7 5YR3/3)
9層 褐 色 土 (10YR4/4)
10層  明責褐色土 (10YR 6/6)

ピッ ト612
1層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
2層  黒褐色土 (10YR2/2)
3層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
4層  黒 色 土 (loYRη l)

ピッ ト621

1層 黒 色 土 (10YR2/1)
2層  黒褐色土 (10,FR2/2)
3層 黒 色 土 (10YR 2/1)
4層  黒褐色土 (10YR2/2)
5層 黒 色 土 (10Y R2/1)
6層  黒褐色土 (10YR3/2)

ビッ ト625
10層 黒 色 士 (10YR1 7/1)
11層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
12層  黒褐色土 (10YR2/2)
13層 褐 色 土 (10YR4/4)
14層  橙 色 士 (7 5YR6β )

ビッ ト604
1層  黒褐色土 (7 5YR3/1)
2層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
3層  黒褐色土 (10YR3/1)
4層  暗褐色土 (7 5YR3/3)

ピッ ト613
1層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
2層 黒 色 土 (10YR2/1)
3層  黒褐色土 (10YR2/2)
4層  黒褐色土 (10YR2/3)
5層  黒褐色土 (10YR2/2)

ビッ ト623
1層 黒 色 土 (10YR2/1)
2層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
3層 暗褐色土 (10YR3/3)
4層  黄褐色土 (10YR5/8)

⇒

ハ
υ

６０９＜‐ＯＹＲ２い＜・ＯＹＲ２

卜
土
土
土

ビッ色
色
樋

黒

黒

黒

層

層

層

5層 黒褐色土 (7 5YR2/2)
6層 暗褐色土 (10YR3/3)+橙 色土 (7 5YR6/8)
7層  黒褐色土 (7.5YR2/2)+褐 色土 (10YR4μ )
8層 黒褐色土 (10YR3/2)
9層 褐 色 士 (10YR4/4)

0         1m

一

第13図  柱穴状ピット断面図 (1)
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笏

魏

Pit 651

Pit 663

ビッ ト630
1層 黒 色 土 (10YR2/1)
2層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
3層 黒褐色土 (10YR2/2)
4層  黒褐色土 (10YR3/2)
5層 黒褐色土 (10YR2/2)

ビッ ト650
1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層 黒 色 土 (10YR2/1)
3層 暗褐色土 (10YR3/3)
4層  黒褐色土 (10YR2/2)

ピッ ト659
1層 黒褐色土 (10YR2/3)
2層 黒褐色土 (7 5YR2/2)
3層 黒褐色土 (10YR2/3)
4層 黒褐色土 (10YR2/2)
5層 黒褐色土 (10YR2/3)
6層 暗褐色土 (7 5YR3/3)

ビッ ト667
1層 黒褐色土 (10YR2/2)

地山塊多量混入
2層 黒褐色土 (10YR2/2)
3層 黒褐色土 (10YR2/3)
4層  黒褐色土 (10YR3/2)
5層 黒褐色土 (10YR2/2)

P it 634

Pit 656  Pit 668

Pit 667  Pit 666

ビッ ト634
1層 黒褐色土 (10YR2/2)

地山塊 多量混入
2層 黒褐色土 (10YR2/2)
3層 黒褐色土 (10YR2/2)

地山塊多量混入
4層  黒褐 色土 (7 5YR2/2)
5層 黒褐色土 (10YR2/3)

ビッ ト651

1層 黒 色 土 (10YR2/1)
2層 褐 色 土 (10YR4/4)
3層  暗褐色土 (7 5YR3/3)
4層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
5層 暗褐色土 (7 5YR3/3)
6層 褐 色 土 (10YR4/6)

ビッ ト661

1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
3層  黒褐色土 (10YR2/2)
4層  黒褐色土 (10YR2β )

ビッ ト668

1層 黒 色 土 (10YR2/1)
2層 黒褐色土 (10YR2/2)
3層  黒褐色土 (10YR2β )
4層  黒褐色土 (10YR2/2)
5層 黒褐色土 (10YR3/2)
6層 黒掲色土 (7.5YR2/2)

Pit650 Pit649_

Pit 661

Pit672 Pit671

ビッ ト649
黒 色 土 (10YR2/1)
黄褐色土 (10YR5/8)
明責褐色土 (10YR6/8)

ビッ ト656
黒 色 土 (10YR2/1)
黒 色 土 (7.5YR2/1)
黒褐色土 (7 5YR2/2)
+黄褐色土 (10YR5/8)

ピッ ト644
1層 黒 色 土 (10YR2/1)
2層  黒褐色土 (10YR2/D
3層  黒褐色土 (10YR3/2)
4層 黒 色 土 (10YR2/1)

ピッ ト668
1層 黒褐色土 (7 5YR2/2)
2層  褐 色 土 (7 5YR4/4)
3層 黒 色 土 (10YR2/1)
4層  黒 78」色土 (7 5YR2/2)
5層  暗褐色土 (7 5YR3/3)
6層  黒褐色土 (10YR2/2)

ビッ ト663
1層  黒褐色土 (10YR2/2)
2層  黒褐色土 (10YR2/3)
3層  黒褐色土 (10YR2/2)

ピット671

1層  黒褐色土 (10YR2/2)
2層  黒掲色土 (10YR2/3)
3層  暗褐色土 (7 5YR3/3)
4層  黒褐色土 (10YR2/2)
5層 黒褐色土 (7 5YR2/2)
6層  黒褐色土 (10YR3/2)

Pit 644

Pit 659

Pit 668

層

層

層

　

　

層

層

層

ビッ ト666
8層  黒褐色土 (10YR2/2)
9層 黒褐色土 (10YR3/2)
10層  黒褐色土 (10YR2/2)
11層  黒褐色土 (7_5YR2/2)
12層  黒褐色土 (10YR3/2)
13層  暗褐色土 (7 5YR3/3)

ビッ ト672
7層 黒 i■」色土 (10YR3/2)

第14図  柱穴状ビット断面図 (2)
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P it 676  Pit 678  Pit 679

Pit 689 Pit 684

Pit 707  Pit 706

Pit 682

Pit 699 Pit 700

Pit 714 Pit715

Pit 691

Pit 702 Pit 701

Pit 749

ビッ ト676
1層 黒褐色土 (10YR3/2)
2層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
3層 黒褐色土 (10YR3/2)
4層 黒 色 土 (10YR2/1)
5層  黒掲色土 (10YR3/2)

ピッ ト684
1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層  黒 71・色土 (10YR3/2)
3層  黒褐色土 (10YR2/2)
4層  黒褐色土 (10YR3/2)
5層  黒褐色土 (10YR2/2)
6層  黒褐色土 (10YR3/2)
7層  黒褐色土 (10YR2/2)

ビッ ト700
1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層  黒褐色土 (10YR2/3)
3層  暗褐色土 (10YR3/3)
4層  黒褐色土 (10YR2/2)
5層  黒褐色土 (10YR2/2)
6層  黒褐色土 (10YR2/3)

ビッ ト707
6層  にぶい責褐色土 (10YR5/4)
7層  暗褐色土 (10YR3/3)
8層 褐 色 土 (10YR4/4)
9層 黒褐色土 (10YR3/2)

ピッ ト678
12層  黒褐色土 (10YR2/3)
13層  灰責褐色土 (10YR4/2)
14層  黒褐色土 (10YR2/2)
15層  黒褐色土 (10YR3/2)

ビッ ト689

8層 黒 色 土 (10YR 2/1)
9層  黒褐色土 (10YR2/2)
10層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
11層  黒褐色土 (10YR2/2)

地山塊多量混入

ビッ ト701

1層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
2層  明黄褐色土 (10YR6β )

ビッ ト714
8層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
9層  暗褐色土 (10YR3/3)
10層 黒 色 土 (10YR2/1)
11層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
12層  暗褐色土 (7 5YR3/3)

ビッ ト679
6層  黒褐色土 (10YR2/2)
7層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
8層  黒褐色土 (10YR2/2)
9層 黒褐色土 (10YR3/2)
10層 暗褐色土 (7 5YR3/3)
11層  明貴褐色土 (10YR6/6)

ビッ ト691

1層 暗褐色土 (10YR3/3)
2層 黒褐色土 (10YR2/2)
3層  暗褐色土 (7 5YR3/3)
4層 褐 色 土 (10YR4/4)
5層 明黄褐色輩 (10YR6/8)
6層 黒 色 土 (10YR2/1)

ピッ ト702
3層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
4層  黒褐色土 (10YR 2/2)
5層 暗褐色土 (10YR3/3)
+明黄褐色土 (10YR6/8)

ピッ ト715
1層 黒 色 土 (10YR2/1)
2層  にぶい黄褐色土 (10YR5/4)
3層  暗 7F」色土 (10YR3/3)
+明黄褐色土 (10YR6/8)

4層  暗褐色土 (10YR3/3)
5層  黒褐色土 (10YR2/2)
6層 暗褐色土 (10YR3/3)
7層 暗褐色土 (10YR3μ )

ピッ ト682
1層 黒 色 土 (10YRク 1)
2層 黒褐色土 (7 5YR2/2)
3層 褐 色 土 (10YR44)
4層  暗掲色土 (7 5YR3/3)
5層 黒 色 土 (7 5YR2/1)

ピッ ト699
7層 暗褐色土 (10YR3/3)
8層 黒褐色土 (10YR3/2)

ピッ ト706
1層 褐 色 土 (10YR4/4)
2層 黒褐色土 (10YR2/2)
3層 暗褐色土 (10YR3/3)
4層 黒褐色土 (10YR3/2)
5層 褐 色 土 (10YR4/4)

ピッ ト749
1層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
2層 褐 色 土 (10YR4/4)
3層 褐 色 土 (10YR4/4)
4層 黒掲色土 (7 5YR3/2)
5層 黒褐色土 (10YR3/2)
6層 褐 色 土 (10YR4/6)
7層 黒褐色土 (10YR2/2)

0         1m

一

第15図  柱穴状ピット断面図 (3)
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P it 751

Pit 820

Pit 835

Pit 793 _Pit 817 Pit 816_

Pit 858 Pit 859

Pit 819

Pit 824  Pit 825_Pit 821

Pit 837

ピッ ト751

1層 黒褐色土 (10YR2/3)
2層 黒褐色土 (7 5YR3/2)
3層 黒褐色土 (10YR2/2)
4層  明責褐色土 (10YR6/8)
5層 黒褐色土 (10YR3/2)

ピッ ト819
1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層 黒褐色土 (10YR3/2)
3層 黒褐色土 (10YR2/3)
4層  黒褐色土 (10YR2/2)
5層  黒褐色土 (10YR3/2)

ビッ ト835
1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層 黒褐色土 (10YR3/2)
3層 黒褐色土 (10YR2/2)
4層  黒褐色土 (10YR3/2)

ビッ ト859
6層 暗褐色上 (10YR3/4)
7層 暗褐色土 (10YR3/3)
8層  黒褐色土 (10YR2/2)
9層 黄褐色土 (10YR5/8)

ビッ ト793
1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層  黒褐色土 (10YR3/2)
3層 暗褐色土 (10YR3/3)
4層  黒褐色土 (10YR2/3)

ピッ ト820
1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層  黒掲色土 (10'FR3/2)
3層  黒褐色土 (10YR2/3)
4層  黒褐色土 (10YR2/2)
5層 黒 色 土 (10YR2/1)
6層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
7層  黒褐色土 (10YR2/2)

ビッ ト837
1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層 黒 色 土 (10YR2/1)
3層 黒褐色土 (10YR2/2)
4層  暗褐色土 (10YR3/3)
5層 暗褐色土 (10YR3/4)
6層 黒褐色土 (10YR2/2)

ピッ ト860
1層 暗褐色土 (10YR3/3)
2層  黒褐色土 (10YR2/2)
3層 黒 色 土 (10YR2/1)
4層 褐 色 土 (10YR4/4)

ビッ ト821

1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層  黒 Fr」色土 (10YR3/2)
3層 黒 色 土 (10YR2/1)
4層  暗褐色土 (10YR3/3)
5層 褐 色 土 (10YR4/6)

ビッ ト858

1層 褐 色 土 (10YR4/4)
2層 褐 色 土 (10YR4/6)
3層 褐 色 土 (10YR4/4)
4層 fr」 色 土 (10YR4/4)
5層 黒褐色土 (10YR2/2)
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第16図 柱穴状ビット断面図 (4)

ビッ ト817

7層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
8層  黒褐色土 (10YR3/2)

ビッ ト824
1層 暗褐色土 (10YR3/3)
2層 褐 色 土 (10YR4/6)
3層 褐 色 土 (7 5YR4/4)
4層  暗掲色土 (10YR3/4)
5層 褐 色 土 (10YR4/6)
6層  にない黄褐色土 (10YR4/3)
7層  黒褐色土 (10YR3/2)
8層 褐 色 土 (10YR4/4)
9層  暗褐色土 (10YR3/3)
10層  明黄褐色土 (10YR5/8)
11層 褐 色 土 (7 5YR4/4)

ビッ ト825
12層  黒褐色土 (10YR3/2)
13層  黒褐色土 (10YR2/2)
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1119151f

一 Pit867 Pit869 Pit1045-

Pit 891

Pit 877  Pit 875 Pit 874 - Pit 889

Pit 929   Pit 921

Pit 934  Pit 933- ― Pit 954   Pit 947  Pit 985 -

ビット86フ
1層  黒褐色土 (10YR2/2)

ビット1045

10層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
11層  黒褐色土 (10YR2/2)

ビット874
23層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
24層 黒 色 土 (loYR 2/1)
25層  黒褐色土 (10YR2/2)

ビッ ト891

1層  暗褐色土 (10YR3/3)
2層  暗褐色土 (10YR3/3)
+明 黄褐色土 (10YR 6/8)

3層 褐 色 土 (10YR4/4)
4層  明黄褐色土 (10YR6/8)
5層  暗褐色土 (10YR3/3)
6層  黒褐色土 (10YR2/3)

ビッ ト934

14層  黒褐色土 (10YR2/2)
15層 黒 色 土 (10YR2/1)
16層  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
17層  黒褐色土 (10YR2/2)
18層 褐 色 土 (10YR4/4)
19層  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
20層  暗褐色土 (7 5YR3/3)

ビッ ト933
21層  黒褐色土 (10YR2/3)

ビット869

2層 暗褐色土 (10YR3/3)
3層  黒掲色土 (7 5YR2/2)
4層  暗褐色土 (10YR3/3)
5層  暗褐色土 (10YR3/3)
6層  黒褐色土 (10YR3/2)
7層 黒 色 土 (10YR2/1)
8層 黒褐色土 (10Y R3/2)
9層 黒 色 土 (7 5YR2/1)

ビッ ト889

1層  暗褐色土 (10YR3/3)
2層 暗褐色土 (10YR3/3)
3層  黄褐色土 (10YR5/8)

ビッ ト919

1層  暗褐色土 (10YR3/4)
2層 鶴 色 土 (10YR4/6)
3層 黄褐色土 (10YR5/8)
4層 黒 色 土 (10YR2/1)
5層  暗褐色土 (10YR3/3)

ビット935
1層 黒 色 土 (10YR2/1)
2層 黒褐色土 (10YR2/2)
3層 暗掲色土 (7 5YR3/3)
4層 褐 色 ± 00YR4/4)
5層 黒褐色土 (7 5YR3/2)
6層  黒褐色土 (10YR2/2)
7層 明褐色土 (7 5YR5/6)
8層 褐 色 土 (10YR4/6)
9層 黒褐色土 (10YR2/2)

ビット877

1層  暗褐色土 (7 5YR3/3)
2層 褐 色 土 (7 5YR4/4)
3層 暗褐色土 (10YR3/4)
4層 褐 色 土 (7 5YR4/6)
+橙色土 (7 5YR6/8)

5層 褐 色 土 (7 5YR4/6)
6層  略褐色土 (10YR3/3)
7層 褐 色 土 (10YR4/4)
8層 褐 色 土 (7 5YR4/3)
9層  暗褐色土 (7 5YR3/4)
10層  明褐色土 (7 5YR5/8)
11層  明褐色土 (7 5YR5/6)

ビット929

黒褐色土 (10rR2/2)
黒褐色± 00YR2/3)
黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (10YR2/2)
+暗褐色土 (10YR3/3)

ビット936

黒褐色土 (10YR2/2)
明黄褐色土 (10YR6/8)
暗褐色土 (10YR3/3)
黒褐色土 (10,rR2/2)

ビット985

黒褐色土 (7 5YR2/2)
黒褐色土 (10YR3/2)
黒 色 土 (10YR2/1)
暗褐色土 l10YR3/3)

ビッ ト875

黒褐色土 (7 5YR2/2)
褐 色 土 (10YR4/4)
黒褐色土 (10YR2/3)
暗褐色土 (7 5YR3/4)
褐 色 土 (7 5YR4/4)
糧 色 土 (7 5YR6/8)
明褐色土 (7 5YR5/6)
褐 色 土 (7 5YR4/6)
橙 色 土 (7 5YR6/8)
+明褐色土 (7 5YR5/6)
黒 色 土 (7 5YR2/1)
明褐色土 (7 5YR5/6)

ビット921

黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (10YR2/2)
+暗褐色土 (loYR3/3)
暗褐色土 (10YR3/3)

ビット947

黒褐色土 (7 5YR2/2)
褐 色 土 (10YR4/4)
暗褐色土 (10YR3/3)
暗褐色土 (7 5YR3/4)
褐 色 土 (10YR4/4)
黒褐色土 (7 5YR2/2)
黒褐色土 (10YR2/2)

ビット954

褐 色 土 (10YR4/4)
黒褐色土 (10YR2/2)
暗掲色土 (10YR3/3)

0         1m
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ギ1213

Pit 955

Pit 963

Pit 971

ビッ ト955
1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層 黒褐色土 (7 5YR2/2)
3層  暗褐色土 (10YR3/4)
4層  黒褐色土 (10YR2/2)
5層 黒褐色土 (7 5YR2/2)

ビッ ト1076
6層 黒褐色土 (10YR2/2)

ピッ ト1071

暗褐色土 (10YR3/3)
地山塊多量混入

暗褐色土 (10YR3/3)
地山塊多量混入

ビッ ト973
黒 色 土 (10YR2/1)
黒褐色土 (10YR3/2)
暗褐色土 (10YR3/3)
褐 色 土 (10YR4/4)
黒褐色土 (10YR2/2)
にぶい黄褐色上 (10YR4/3)

ビッ ト969

黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (10YR3/2)
黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (7 5YR3/1)
黒褐色土 (10YR3/2)

ビッ ト976

黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (10YR3/2)
黒褐色土 (10YR2/2)
褐 色 土 (10YR4/4)

ビッ ト978

黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (10YR2/2)
嵐化物多量混入

暗褐色土 (10YR3/3)
黒褐色土 (10YR3/2)

ビッ ト1072
3層  黒褐色土 (10YR2/2)
4層  黒褐色土 (10YR3/1)
5層  黒褐色土 (10YR2/2)
6層  黒掲色土 (10YR3/1)
7層  黒褐色土 (7 5YR3/2)
8層  黒褐色土 (10YR3/2)
9層  黒褐色土 (7 5YR3/2)

ピッ ト979
7層  黒褐色土 (7 5YR3/1)
8層  黒褐色土 (10YR2/3)
9層 暗褐色土 (10YR3/3)
+明褐色土 (7 5YR5/8)

10層 黒 色 土 (10YR2/1)

ピッ ト970

1層  黒褐色土 (10YR3/2)
2層  黒褐色土 (10YR2/2)
3層  黒褐色土 (7 5YR3/1)
4層  黒褐色土 (10YR2/2)
5層  黒褐色土 (10YR3/2)
6層  黒掲色土 (10YR2/2)

ビッ ト1041
1層  黒褐色土 (10YR3/2)
2層  黄褐色土 (10YR5/8)
3層  黒褐色土 (10YR3/2)

ビッ ト1040
12層  黒褐色土 (10YR3/2)
13層  黒褐色土 (10YR2/2)
14層  黒褐色土 (10YR3/2)

…

m

ビット956
1層 黒褐色土 (10YR3/2)   1層

:層 雪得畳圭糧群景調  2層
4層  黒褐色土 (10YR2/2)
5層 暗褐色土 (10YR3/3)

1層
2層
3層
4層
5層
6層

7層
8層
9層
10層

11層

8層
9層
10層

11層

1層
2層

Pit 956 Pit 957 Pit 1072   Pit 1 071

Pit 974 Pit 966  Pit 973 Pit 979__ _ Pit 970    Pit 969

Pit 977   Pit 976 _ Pit 1 041

層

層

層

層

層

層

層

ピッ ト957
黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (10YR3/2)
黒 色 土 (10YR2/1)
黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (10YR3/2)
褐 色 土 (10YR4/4)
黒褐色土 (10YR3/2)

ピッ ト966
11層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
12層 褐 色 土 (10YR4/4)
13層 暗褐色土 (10YR3/4)
14層  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
15層 黒褐色土 (10YR3/2)

ピッ ト971
1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層  黒褐色土 (10YR3/2)
3層  黒褐色土 (10YR2/2)

地山塊多量混入

ピッ ト963

1層 黒褐色土 (10YR3/2)
2層 褐 色 土 (10YR4/4)
3層  黒褐色土 (10YR3/1)
4層  黒褐色土 (10YR2/2)
5層 黒褐色土 (10YR3/2)

地山塊 多量混入

ビッ ト974
16層  暗褐色土 (10YR3/3)
17層  黒褐色土 (10YR2/2)
18層 褐 色 土 (10YR4/4)
+明褐色土 (7 5YR5/8)

ピッ ト977
1層  黒褐色土 (10YR2/2)
2層  黒褐色土 (10YR3/2)
3層  黒褐色土 (10YR2/3)
4層  極暗褐色土 (7 5YR2/3)
5層  黒掲色土 (10YR2/2)
6層 暗褐色土 (10YR3/3)
7層  黒褐色土 (10YR2/2) 層

層

第18図 柱穴状ピット断面図 (6)
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Pit 988 Pit 989

_ Pit 1007 Pit 1008 _

ピッ ト987

暗褐色土 (7 5YR3/3)
黒褐色土 (10YR2/3)
暗褐色土 (10YR3/3)
黒褐色土 (7 5YR2/2)
黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (10YR2/3)
暗褐色土 (7 5YR3/3)

ピッ ト1007
黒褐色土 (10YR2/2)
黒掲色土 (10YR2/3)
黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (10YR2/3)

ピッ ト1016
黒褐色土 (10YR2/3)
黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (10YR2/3)
黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (10YR2/3)
黒褐色土 (10YR2/2)
地山塊多量混入

黒褐色土 (10YR2/3)

ビッ ト1022
9層 黒褐色土 (10YR2/3)
10層  黒褐色土 (10YR2/2)
11層  黒褐色土 (10YR3/2)
12層  黒褐色土 (10YR2/2)
13層  黒褐色土 (10YR2/3)

Pit 1004 Pit 1006

― Pit 1017 Pit1016_

Pit 1035Pit 1022

ビッ ト988

黒褐色土 (7 5YR2/2)
黒 色 土 (10YR2/1)
+明褐色土 (7 5YR5/8)
黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (7 5YR2/2)
+明褐色土 (7 5YR5/8)

層

層

　

層

層
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層

層
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ビッ ト1008

1層 黒 色 土 (10YR2/1)
2層 黒褐色土 (10YR2/2)
3層 黒褐色土 (10YR2/3)
4層 黒褐色土 (10YR2/2)
5層 黒褐色土 (10YR2/3)

ピッ ト1017
8層  黒褐色土 (10YR2/2)
9層  黒褐色土 (10YR2/3)
10層  黒褐色土 (10YR2/2)

ピッ ト1035

1層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
2層  黒褐色土 (10YR2/2)
3層  黒褐色土 (10YR3/2)
4層  黒褐色土 (10YR2/3)
5層  黒褐色土 (10YR2/2)
6層  責掲色土 (10YR5/6)
7層  黒褐色土 (10YR2/2)
8層 黒 色 土 (10Y R2/1)

ピッ ト1004
1層 黒褐色土 (10YR3/1)
2層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
3層 黒 色 土 (10YR2/1)
4層  黒褐色土 (10YR2/3)
5層 暗褐色土 (10YR3/3)
6層 黒褐色土 (10YR3/1)

ビッ ト1014
1層 黒褐色土 (10YR3/2)
2層 褐 色 土 (10YR4/6)
3層 褐 色 土 (10YR4/4)
4層 暗褐色土 (10YR3/3)

ビッ ト1021

1層 暗褐色土 (10YR3/3)
2層 掲 色 土 (10YR4/4)
3層 黒褐色土 (10YR3/2)
4層  黒褐色土 (10YR2/2)
5層  黒 7F」色土 (10YR3/2)
6層  暗褐色土 (10YR3/3)
7層 褐 色 土 (10YR4/4)
8層 褐 色 土 (10YR4/4)

ピッ ト1006
1層 褐 色 土 (10YR4/4)
2層 黒褐色土 (10YR3/2)
3層 掲 色 土 (10YR4/6)
4層  黒褐色土 (10YR3/2)
5層  暗褐色土 (10YR3/3)
6層 黒 色 土 (10YR2/1)
7層  暗褐色土 (10YR3/3)

+明褐色土 (7 5YR5/8)
8層 黒 色 土 (10YR2/1)
+明褐色土 (7 5YR78)

9層 黒褐色土 (10YR3/2)
+明褐色土 (7 5YR5/8)

ピッ ト1020
1層 黒褐色土 (7 5YR2/2)
2層 褐 色 土 (10YR4/4)
3層  暗褐色土 (10YR3/3)
4層  黒掲色土 (10YR2/3)
5層  黒褐色土 (10YR2/2)
6層  黒褐色土 (10YR2/2)
+明褐色土 (7 5YR5/8)

7層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
8層  黒褐色土 (7.5YR3/1)
9層 褐 色 土 (10YR4/6)
+明褐色土 (7 5YR5/8)

10層  明褐色土 (7 5YR5/6)
11層  褐灰色土 (10YR4/1)
12層  灰黄褐色土 (10YR4/2)
+明掲色土 (7 5YR5β )

13層 褐 色 土 (10YR4/6)
14層 褐 色 土 (7 5YR4/6)

第19図  柱穴状ピット断面図 (7)

Pit 1014

Pit 1020

lm
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Pit 1038

ビッ ト1038
1層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
2層 黒 色 土 (10YR2/1)
3層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
4層 黒 色 土 (10Y R2/1)
5層 黒褐色土 (10YR3/1)
6層 黒 色 土 (10YR2/1)

Pit 1 088

ビッ ト1088
1層 黒 色 土 (10YR2/1)
2層 黒 II」色土 (10YR2/2)
3層 黒褐色土 (10YR2/3)
4層  黒掲色土 (10YR2/2)
5層 黒 色 土 (10YR2/1)
6層 黒褐色土 (10YR2/2)

Pit 1089

ビッ ト1089
1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層 黒 色 土 (10YR2/1)
3層  黒褐色土 (10YR2/2)
4層  黒 色 土 (10YR2/1)
5層  黒褐色土 (10YR2/2)
6層 黒 色 土 (10YR2/1)

Pit 1090

ビッ ト1090
1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層  黒褐色土 (10YR2/3)
3層  黒掲色土 (10YR3/2)
4層  黒褐色土 (10YR2/2)
5層  明褐色土 (7 5YR5/8)
6層  黒褐色土 (10YR3/2)
7層  黒褐色土 (10YR2/3)

0

第20図 柱穴状ピット断面図 (3)

-

第615号建物跡 (第 10図、23図 70・ 71・ 79・ 86)

万座環状列石東佃1に隣接するZL-92・ 93、 ZM-92・ 93グ リッドに位置する。第613号 ・

617号建物跡、第602号環状配石遺構と重複し、新旧関係は第617建物跡→613号建物跡→本遺構

→602号環状配石遺構である。

ピット920・ 934・ 947・ 959。 983と 未確認の 1本 を含めた 6本柱からなる建物跡で、長辺4.65

m、 短辺4.36m、 張り出し軸長 (推定)5.90cmを 測り、長軸方向はN-5°一Wである。

柱穴の掘り方径は99cm～ 135cm、 深さ117cm～ 123cm以上を測 る。各ピットで確認された柱痕

は径35cm～ 46cmを測る。

本遺構ピットより縄文時代後期中葉の土器破片が出土した。

第616号建物跡 (第11図、24図 97)

万座環状列石南南東側に隣接するZJ-91、 ZK-90・ 91グ リッドに位置する。他遺構との

重複は認められない。遺構南佃1は未調査である。

ビット971・ 978・ 1038と 未確認のピット3本の柱穴から成る6本柱の建物跡が想定される。

ピツト978と 1038の距離は4.90mを測る。

柱穴の掘り方径は72m～ 85cm、 深さ83crl～ 109cm以 上 を測 る。各ピットで確認された柱痕は

径27cm～ 35cmを測る。

本遺構ピットより縄文時代後期中葉の土器破片が出土した。

lm

咆
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ツ

Ｍ
グリット

長径X短径X深さ

(cm)

重 複 関 係
ツ

ヽ
グリット 長径

X短径X深さ

(cm)
重 複 関 係

ZT-94 137X132X(142) ZT-95 59X59X52

ZT-94 85X80X(146) ZT-95 50X47× 68 P1644→ 642

ZS-94 102X(100)X(131) P1603→ 622 ZT-95 50X49X60

ZS-94 94X90X(107) P1905→ 622
ZS-95

89X82X100 P1644→ 642

ZS-94 49X X69 P1905→ 904 ZS-95 34X34X53

ZS-94 60X55X95 ZR-95 39XttX40

ZS-94 54X51X54 P1608→607 ZS-95 47X44X66

ZS-94 40×  X37 Pれ 608→ 607 ZQ-94,95 88X80X64

ZS-94
61X60X43 ZP-94 75XOX85 P1649→ 650

ZS-94 43× 40× 76 ZP-94 70X70× 86 P1649→ 650

611 ZS-94 46X41X57 ZP-95 87X78X103

6 ZS-94 103X94Xlll ZP-95 22X21X30

ZS-94 90X80X125 ZP-95 P1654→ 653

ZS-94 54× 51X60 ZP-95 67XOX68 P1654→ 653

ZS-94 50X46X60 ZR-95 30X30X70

ZS-95 74X73X122 ZQ-95 92x86X102 P1660→ 656

ZR-94 40XOX45 P1617→618 ZQ-96 32X30XO

制 ZR-94 43X41X88 P1617→618 30X28X0

‖ ZR-9495 73XOX109 P1619→620 ZQ-9596 83X80X105

620 ZR-94 77X75× 90 P1619→620 ZQ-95 68XO× 75 P1660→ 656

ZR-94
ZS-94 135Xl15X(131) ZR-95 75X75X108

ZS-94 34XOX ZR-95 53x49XO

ZR-94 90X90Xl14 P1625→ 624→623 ZP-95 80X74X100

ZR-94 94X93X96 P1625→ 624→ 623 ZP-95 35X34X60

ZR-94 (118)X94X100 P1625→ 624→ 623 ZP-94 20X20X30

ZR-94 23XOX0 P1626→ 624 ZQ-95 92X81X103 P1667→ 660

ZQ-94 46X44X0 ZQ-95 118x100Xl17 PL 1019→ 667→ 660

30xOX0 ZQ-96 106X104X148 S K 613→ Plt668

ZS-95 45X40× 63 ZP-95 42x40X64

ZR-94 ZP-95 42X31X33 P1673‐ 670

ZR-94 35X33X68 ZR-96 獅X101X牌 P1671→ 672

ZQ-94 40X32x0 ZR-96 31X30X40 P1671→ 672

ZS-95 44X31X68 ZP-95 32XOXO P1673→ 670

ZQ-94 11l X108X121 P1634→ 635 ZP-96 36X35X42

ZQ-94 94X84X99 P1634→ 635 ZQ-94 40X35X63

ZQ-95 85X(84)X99 P1637→ 636→ 648 ZR-95 120xl13X124 P1676→ 678→ 679

ZQ-95 OXOX90 P1637→ 636→648 ZR-95 OXOX95 P1677→ 676→ 678

ZQ-96 30X28X0 ZR-95 89XOX95 P1676→ 678‐ 679

ZR-94
95
54X54X70 ZR-95 97X97X123 P1676→ 678→ 679

ZQ-95 28X28X P1636→ 640 ZR-95

“
X"Xバl

第 1表   D6区 柱 穴状 ピッ トー覧表 (1)

(新 1日関係は旧→新で標記。記号のないものは新旧不明)
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(新旧関係は旧→新で標記。記号のないものは新旧不明)

ツ

恥
グリンド

長径X短径X深さ

(rm)

重 複 関 係 ツ
血
グリッド

長径X短径X深さ

(cr)
重 複 関 係

ZP-96 42X38X73 ZP-96 21X21X20

ZP-94 86X82x100 ZP-97 20X20X35

ZP-94 12X12X20 ZP-97 20X19X33

一

一
82xOX97 P1685→ 684→ 689 ZP-97 32X30X50

ZO-94 OxOx98 P1685→ 684→ 689 ZP-97

ZP-96 23X20X25 ZP-97 28X28X43

ZO-94 27X25X0 ,V-97 28X27X45

35X34X35 ZP-97 32× 30X40

ZO-94 138Xl18Xl19 P1685→ 684→ 689 ZP-97 23X22X46

ZO-95 54X50X60 うヽ■7 27XOX55 Pit730→731‐ 695

ZO-95 109X104X123 ZO-97 33XOX44 P1730→ 731→ 695

ZO-97 23X22X47 ZO-97 37X35X60 P1733→ 732

ZO-97 68X63X85 ZO-97 33XOX49 P1733→ 732

ZO-97 67X62X108 ZO-97 32X32X50 P1735→ 734

ZN-97
70-97 72x71X100 P1730→ 731→ 695 735 ZO-97 24XOX43 P1735→ 734

ZM-97 37X33× 44 P1697→ 696 ZO-97 23X24X44 P1738→ 736

ZM-97 28XOX35 P1697→ 696 ZO-96 60X56X90

ZO-97 33X31X37 ZO-97 32XOX42 P1738→ 736・ 739

ZO-9596 97XO× 120 P1699→ 700 ZO-97 57× 58X27 P1738→ 739→ 740

ZP-9596 103X100X109 P1699→ 700 ZO-97 27X25X37 P1739‐ 740

ZO-96 28X28X47 ZM-94 29X29X46 P1742→ 741

ZO-96 102X97X133 ZM-94 27XOX45 P1742→741

ZO-95 36X36X ZM-94 39x39× 50

ZO-96 67X62X88 SK(F)617→ Pれ 704 ZM-93 40XOX53 P1744→ 745

ZO-96 39X39X59 ZM-94 62X59X73 P1744→ 745

ZN-96 110X105Xl10 P■ 707→ 706 ZM-94 36X35X67

ZN-96 80XOX100 P1707→ 706 ZM-94 36X32X62 Pれ 838‐ 747

ZO-9596 28X27X60 ZO-96 30XOX70 P1748→ Pi l105

ZO-95 30X27X50 ZN-93 120XOX105 P1749→ 934

ZO-94 28X28X37 ZM-93 63X60X64

711 ZO-96 31X31X52 ZN-94 115X94X125

ZO-96 60X59X95 ZO-96 32X32x50

ZO-95 30X28X37 ZN-97 18X13X15

74X()X90 P1714→ 715 ZN-97 27X24X67

75X74X100 P1714→ 715 ZN-97 15X14X23

ZO-95 33X33X53 ZN-97 27X25X50

717 ZO-96 40X39X48 ZN-96 42X40XO

ZO-95 50X50X31 ZN-97 27X26X39

719 ZO-96 37X36X68 ZN-97 20X20x7

ZP-95 42X32X75 ZN-97 18X16X27

第 2表   D6区 柱穴状 ピッ トー覧表 (2)
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(新旧関係は旧→新で標記。記号のなぃものは新 1日不明)

ビ′ト
No
グリット 長径

X短径X深さ

(cm)

重 複 関 係
ビ
ッ

、
グリット 長径

X短径X深さ

(cm)
重 複 関 係

ZN-97 66× 65× 95 P1789→ 761 ZN-96 28X26X41

30X21× 40 ZM-96 21XOxO P1802→ 850

36X35× 57 ZN-96 20X20X20

ZL-95 27× 24X0 34X34X25 Pれ 805‐ 804

38X22X0 40XOX65 P1805→ 804

ZM-97 32X30X37

ZM-97 30X26X26 42X39X37

ZM-97 32x31X33 50X49X65

ZM-97 38X34X50 46X“ X94

Z lvl-97 20X20X27 21X20x25

ZM-97 36X32X60 31X31X27

ZM-97 30X28X40 ZN-95 22x21x30

ZM-97 33X32X40 19X19X29

ZM-96 33X32X47 25X25X36

ZM-96 28X27X4r ZN‐ 95 24X23X22

ZM-97 28X26× 30 ZN-94 83X80X93

ZM-97 27X26X37 50× OX30

ZM-97 18× 18X42 ZN-94 38X36X34

ZN-94 72X70X78

ZO-94 44X44X84 ZN-94 83XOX80

44X42× 91 ZN-93 138XOX127

ZN-94 34XttX41 P1782→ 783 を‖% 52X50X70

ZN-94 28X28X37 P1782■ 783 ZM-94 28X27X57

ZM-94 38X36X46 152X145Xl17 P1827→ 824→ 920,825 826

ZN-97 29X28X43 42x39X50 P1824→825

ZN-97 54X52X88 39X39X50 P1824→825

23X22X32 85XOX100 P■ 828‐ 827→ 826

37X36X54 OX75X? P1828→827→ 826

OXOX44 P1781→ 761 ZL ZM-9 30X20X54 P1826→829

ZM-97 30X28X43 ZL-94 OX27X85 P1830→828

30X28X51 P1792→ 791 ZN-94 20X17X47

26XO× 50 P1792‐ 791 40× 37X50

68X67X70 35X33X40

ZM-97 27X26X38 ZN-94 47X40X62 P1886→ 834

ZM-96 42x38X40 ZN-94 120Xl10X135 SK(F)823‐ Pit835

ZM-96 22X22X10 ZN-95 34X33X28

ZM-97 30X30X31 ZN-95 105X102X122

ZN-96 ZN-95 42X42X75

ZM-95 29X28X0 ZN-95 32X31X33

800 ZM-95 27X27XO ZM-95 22X19x25

第 3表   D6区 柱穴状 ピッ トー覧表 (3)
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(新旧関係は旧→新で標記。記号のないものは新 I日不明)

ツ

ヽ
グリッド

長径X短径X深き

(m)
重 複 関 係

ビット
No
グリ′ド

長径X短径X深さ

(cm)
重 複 関 係

ZM-95 26X18X27 ZL-94 33XOX51 P1881→ 882

ZM-95 40X28X64 OXOX132 P1881→882‐ 883

813 ZM-95 24X19X28 108X100X100 P1882 880→ 882

ZN-95 23X12X21 OXOX,11 Pit884→ 885

26X16× 26 OXOX90 P1884→ 885

20X19X22 ZM-94 28XOX0 P1886→834

21X13X12 ZM-94 43X43X30 Pl 1068→887

ZN-96 20X20X22 ZM-94 84X70X P1918‐888→ 747

ZN-96 34X21X18 ZM-94 87XOX95

N-96 24X20X20 ZM-94 32XOX43

ZM-95 22X20X 142X138X95

19X18× ZL-94 31XOX30

ZM-96 51X50X 40X30X35

854 ZN-96 30X27X ZM-94.95 33X30x,跳
i

ZM-96 20X18X20 ZM-94 80XOX0 P1889→895→ 918

ZL-94 68XOX70

109X97X67

ZM-96 60X60X88 P1858→ 859 ZL-95 28X28X35

52x52X60 P1858→ 859 114X103X83

74X74X75 40X30X50

34X32X35 41X40X53

31X30X35 34XOX40

ZM-96 70X68X82 31X31X31

ZM-95 27X24× 22X21X43

30X27X34 25X24X35

40XOX35 32X30X43

37X32X39 P1869→ 867 28X18X33

28XOX40

ZM-95 82X77X120 Pl 1043→869→ 867 26XOX40

ZM-96 33X32X36 27X23X43

46X44x35 30X30X29

32X29X45 29X27X33

ZM-95 18X18X22 46X43X51

ZL-94 81XOX80 P1874→ 875→877 ZL-96 32X23X26

123XOX104 Ph874→ 875→877 40x39X63

ZL-95 53XOXO P1916→ 897

112Xll14X149 P1874→ 875→877 ZL-97 41X40x67

22XO× 45 ZM-93 OXl10X127 P1918→ 919→ 920

53X50X70 ZM-93 120XOX108 P1918→ 919→ 920

OXOX83 ZM-93・ 94 107X103X123 P1918→ 919→ 920

第 4表   D6区 柱穴状 ピッ トー覧表 (4)
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(新旧関係は旧→新で標記。記号のないものは新旧不明)

ビ′ト
ヽ
グリソド 長径

X短径X深さ

(m)
重 複 関 係

ビット
NI
グリッド 長径

X短径X深 さ

(cm)
重 複 関 係

ZK-91 OX67X77
Pit961-962-963
P it 961と 複合し1個 となる

ZL-97 31X30X44 ZK-91 OX82X90 P1961→ 962→ 963

30X28X53 100X90X120 P1961‐ 962‐ 963

34× 32X38

35X32x70 ZM-93 63XOX0 P1965→ 936

34X30X59 ZL-93 115XOXO P11099→ 966‐ 959

25X25X50 ZM-92 l14XOX67

ZL-96 58X30X30 ZL-92 58X58X81

ZL-93 120 Xl10 X126 P1931‐ 929 99X95X122 Pl1085→ 970‐ 1097→ 969

50× 49X95 P1929.946→930 ZL-92 100XOX91 P1970→ 1097→ 969 1040

104XOX109 P1931→ 929 を〕-91 85X85X109

ZM-93 84× OX126 P1933→ 932→ 934935 ZK-91 94X85X98

133XOX109 P1933→ 982→ 934 ZL-93 83X80X109

130X130 Xl17 P1933‐ 932→ 934 749→ 934 ZL-93 OXOX70

131× OXl13 P1932→ 935 938→ 986→ 935 OXOX94

100X89X96 P1935.938.965→ 936 ZL-92 96X95X99 P1977‐ 976

59XOX75 P1937‐ 988 112Xl10X133 P1977→ 976

101XOX100 P1937→ 988→ 935936.989 Z」 -91 72X69× 95

107XOX103 P1938940→ 939‐942 ZL-93 83×OXO P1957→ 979→ 973

ZM-93 80XOXO P1941‐ 940.1080→ 939→ 942

ZM-93 93XOXO P1941‐ 9401080→ 939→ 942 ZK-91 38X32X51

ZM-98 130X120 Xl10 P1941→ 9401080→ 989→ 942 ZK-91 22X20XO

98X94X93 P1944→ 943 ZL-9293 99X93XO Pi1009→ 983

124XOX134 P1944→ 943.9451080 984 ZM-92 (90)X77Xl10 Pl l130→984→ 947

50X44X70 P1944→ 945 ZM-92 OXOXl13 P1985‐ 947

,M-93 164X141X105 Pl 1080‐ 946‐ 930 ZL-93 120 Xl15 X95

ZM-92 135X135X123 P19859541130→ 947 ZL-93 73xO× P1987‐ 960→ 966

ZL-97 28X24X60 ZL-92 120XOX90 Pit988→989

47X42X77 ZL-92 120 Xl18 X132 P1988→ 989

30× 28X34 ZL-92 139X139X97 P1991→ 990

32X31X47 84X80X90 P1991→ 990

ZL-96 30X29X44 56X53X80

28X22x30 ZL-91.92 86× 85X93

ZM-92 OXOX82 P1954→ 947 80XOX88

ZM L-9495 70X70X100 Pl 1076→ 955 ZK-91 80X79X86

ZL-93 87X85X85 ZL-91 84X83X98 Pi 1070‐1047→ 996

130xOx136 P1958y→957→ 1072 ZL-91 37XOX61

33XOX45 P1958→ 957 ZK-91 38X38X74

ZL-93 100X89X 40X38X53

ZL-93 OX97X ZL-91

第 5表   D6区 柱穴状 ピッ トー覧表 (5)
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(新旧関係は旧→新で標記。記号のないものは新旧不明)

ツ

ヽ
グリッド 長径

X短径×深さ

(卸 )
重 複 関 係

ツ

詭
グリンド

長径X短径X深さ

(cm)
重 複 関 係

1∞ 1 ZL-91 27X27X45 をk-9394 106X104X

l∞2 Z」 -91 23X21X37 ZK-91 55X53X45

llX 3 38X35X52 ZJ-93 30X29XO SK 631→ Pl 1043

1∞ 4 Z」 -93 104X90Xl18 ZM-95 38X38X40

Z」 -92 28X28X65 ZM-95 81XO× 82 SK(F)624→ 1043→ 869

う1刊 3 102x98X119 ZQ-94 46X40X68

ZK-93 108X97X95 P11007→ 1008 ZL-91 68XOXO Pl 1070→ 1047→ 996

80XOX96 PH 1007→ 1008 ZS-97 33x32X54

ZI-9394 82XO× O ZT-99 43X40X68

Z」 -93 18X18X0 ZU-100 24X24X54

ZK-93 27× 24X41 ZT-100 31X28X60

48X48X58 36X30X50

ZL-9293 119Xl10XO 31X27X59

ZL-92 95× Oxo Pl 1014→983 ZR-101 47X45X100

ZL-93 50X50X5` ZR-100 29× 28X60

`[■

卜% 112XO× 105 ZT-99100 56X53X56

ZL-93 OXOX0 Pl 1017→1016‐ 1013 ZT-99 46x43X73

ZM-92 22X23X45 ZT-99 33X33X52

ZQ-95 97X94Xl15 Pl 1019→667 ZT-99 37X37X47

Z」 -91 113Xl12X101 ZU-99 34X32X55

ZK-92 l12XOX136 Pi1021‐ 1022 37X35X44 SK 636→ Pl1061

ZK-92 68X64X100 Pl1021→ 1022 24X18X46

ZQ-95 36X32x 21X20x53

1024 ZP-95 44X42X37 ZT-99 29× 28X41

ZP-96 32X30X47 ZR-95 39X39X50

ZL-92 OXOX0 Pll126→ 1016→ 1013 ZR-94 33X31X84

ZL-92 OXOXO Pl l127→ 990 ZR-95 35X33X46

ZL-92 29X28X41 ZM-94 43xOx0

ZN-95 45X42X44 ZM-94 25X24X61

ZM-92 OXOX0 Pれ 967→ 1130→ 984→ 9′ ZL-91 37XOXO Pl1070→ 1047→ 996

ZK-93 46X44X40 ZL-93 93xOx135 Pl1072→ 1071→ 931→929

ZK-92 22X20X49 ZL-93 ○×OX140 P1956→ 1072→ 1071→ 931

22X21X ZL-93 35X34X83

ZK-9091 52x52X10〕 ZK L-91 OXOX55 Pl 1074→ 1000

ZK-90 lllllX94X102 ZM=95 80XOX100

ZK-91 43X41X71 ZL-94 33xOxO Pl1076→ 955

ZK-90 ZM-95 31X30X17

ZK-90 79X72X83 ZK-91 23X22X31

ZI-93 50X50X71 SK632→ Pl 1039 ZM-95 22X23X17

1040 ZL-92 80X79Xlll Pi 1085→ 1097→ 1040 ZM-93 170XOX126

第 6表   D6区 柱穴状 ビッ トー覧表 (6)

-34-



(新旧関係は旧→新で標記。記号のないものは新旧不明)

ピット
No
グリ′ド 長径

X短径X深さ

(m)
重 複 関 係

ビット
No
グリ′ド 長径

X短径X深さ

(m)
重 複 関 係

ZK-90 30XO× 50 ZS-95 76X70X58

61X53X80 ZL-92 100XOX0 P1970→ 1097→ 969.1040

55XO× 103 ZL-95 23X21X30

OX43X70 ZL-93 OXOX0

ZK-92 OXOX82 Pl 1085→ 970→ 969 ZO-96 55X53X0

Z」 -91 40X37X71 SK 633→ Pl 1086 ZN-97 41X38X43

ZL-94 OXOX0 ZR-95 40XOX0

ZT-93 104X101X145 Pl10"→ SX(S)4119 ZU-100 24X23X35

ZT-93 97X94× 165 ZM-94 50X46X53 Pitl104→ 1069

ZT-95 97X95X140 Pl 1091→ lo9o ZO-96 59XOX47 P1748→ 1105→ 704

ZT-95 37XOX0 Pれ 1091‐ 1090

ZT-95 67× 63X0

ZO-95 47XOXO Pl1093→ 1045

ZJ-92 28X25X38

ZR-94 91X91XO

第 7表   D6区 柱穴状 ピッ トー覧表 (7)

第 8表   昭 和 27年  確 認 ビ ッ トー 覧 表
(ピ ントNo.、 グリッド、規模は本調査)

(新 1日関係は旧→新で標記。記号のないものは新 1日不明)

セ′′ト
llo.

グリンド
長径X短径X長さ

{cnl)

重 機 関 係
ビット
N∝
グリット 長径

X短径X深さ
(m)

重 複 関 係

01 ZN-95 32x30 ZM-95 40X39

02 ZN-95 73X71 ZM-95 33X31

03 ZN-95 33X30 ZM-95 50X25 Pit24

04 ZN-95 38X36 ZM-95 20X0 Pit 23

ZN-95 25X22 25 ZM-96 74X67

ZN-95 100X0 ZM-96 45XO Pit27

07 ZN電
:
118x0 27 ZM-96 45XO Pit26

ZN-96 15X15 ZM-96 60X58

ZN-95 21X20 Pit 10 ZM-96 54X54

10 ZN-95 20X17 Pit 9 ZM-96 55X53

11 ZN-96 40X39 31 ZM-96

12 ZN-96 52X48 ZM-97 50X45

`(■

5 91XO Pit14 843 33 ZM-97 31x29

,そ
―% 47X0 Pit 13 ZM-95 ‖0×○

ZM-96 50XO Pit16 35 ZM-95 ‖2× O

ZM-96 57XO Pit 15

「
ZM-95 70X65 Pit 18

18 ZM-95 52X0 Pit 17

19 ZM-95 34X32

ZM-95 54X54
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第 9表  建 物 跡 一 覧 表 (1)

※張り出し部をもつプランのうち、張り出し部軸長が長辺より長いものは

張り出し部軸方向を長軸方向とした。
※新旧関係は日→新で標記。標記のないものは新旧不明。
※( )についているNoは第4次調査、( )の ついているものは10次調査
時の建物跡、柱穴NQである。

主穴菱

柱
長辺の長さ(m) 短辺の長さ(■ )

張り出し部軸長
(m)

長軸方向 新 旧 関 係

番 号 規模、深さ(cm) 主痕価

S3601 I 4

P16111

Pit 613

Pit 644

Pit 1090

137X132X142

90X80X125

89X82X100

97X95X140

50

40

272(Plt601-Pれ 1092

280(P1613-P1644)

272(P1601-Plt613)

290(Plt644-Pl1090)

N-17・―E S B 602

S B 602 Ⅱ 6

Pit 604

Pit 612

Pit 621

Pit 630

Pit1095

Pit A

94X90X107

103X94Xlll

135Xl15X131

102XOX142

91X91XO

300(P1612-P1621)

3 301PI A― Pl1 630)

350{Pit612-Pll A)

330(Pl1621-P1630)

92(Pl1 604-Pit1095)

N-78・―

S B 603→ S B 502

SX(1)602

S B 603 Ⅱ 6

Pit 602

Pit 605

Pit 609

Pit 614

Pit 616

Pit 1096

85X80X146

49XOX69

61X60X43

54X51X60

74X73X122

76X70X58

31

40

360(P1605-P1614)

398(Pl1 609-Pl110961

350(P1605-P1609)

328(P1614-P l1096)

540(Plt602-P1616)

N-85。一

S B 603→ S3602

S B 601

S K 610

SX(1)602

S B 604 ] 6

Pit 620

Pit 623

Pit 635

Pit 656

Pit 666

Pit 678

77X75X90

90X90Xl14

94X84X99

92X86X102

92X81X103

89X73X95

35

38

400(Plt 623-Plt635)

372(Ph 666-Plt 678)

370(P1623→ P1678)

427(P1635-Plt666)

545(P16Ю―P1656)

N-60°一

S B 605→ S B 604

S B 605 Ⅱ 6

Pit 619

Pit 624

Pit 634

Pit 660

Pit 667

Pit 676

73XOX109

94X93X96

11lX108X121

68XOX75

118X100Xl17

120Xl13X124

娼

　
　

　
　

３６

　

４５

370(Pl1624-Plt634)

335(P1667-Pit676)

327(Plt624-Plt675)

331{P1634-P1667)

504(Plt619-Pit660)

N-59° -1

剛
飛:鍛

S B 606 I 4

Pit 671

Pit 679

Pit1019

106X104X148

獅 XttX誰

97X97X123

97X94Xl15

50

53

43

52

375(Pl1 671-Pit679)

390(Pit668-Pl11019

385(Plt668-P1671)

380(Pl1 679-Pit1019) N■ 60.―

S B 605→ S B 606

SK 613→ S3606
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第10表  建 物 跡 一 覧 表 (2)

※張り出し部をもつプランのうち、張り出し部軸長が長辺より長いものは

張り出し部軸方向を長軸方向とした。
※新1日関係は旧→新で標記。標記のないt,の は新旧不明。
※( )のついているNIoは第4次調査、( )のついているものは10次調査
時の建物跡、柱穴Noである。

柱穴謝
柱

｛
八

長辺の長さ(m) 短辺の長さ(■ )
張り出し部軸長

(m)
長軸方向 新 1日 関 係

口
万

，
甘 規模、深さにm) 住痕t

S3607 I 4

Pit 691

Pit 700

Pit 702

Pit 706

109X104X123

103X100X109

102X97X133

110X105Xl10

43

40

47

30

420(P1691-P1700)

410(Plt702-Pit706)

390(P1691-P1706)

400(P1700-P1702) N-23・―W

SK(F)615 SK(T)616

SK(F)620622

S B 608 I 4

Pit 689

Pit 835

Pit 837

Pit 751

138Xl18X119

120Xl10X135

105X102X122

115X94X125

39

33

43

47

375{P1689-P1835)

370(P1837-P1751)

320(P1689-Plt837)

325(Pれ 835-Pl1 751) N-17・―W

SK(F)623

S B 609 I 4

Pit 793

Pit 860

Pit 863

Pit 915

68X67X70

74X74X75

70X68X82

40X39X63

31

31

32

2,90(Plt860-P1863)

330(Pit793-Plt915)

260(P1860-P1793)

2.60(Plt863-P1915) N-23・―W

S B 610 Ⅵ

主柱

"
4

Pit 809

Pit 889

Pit 851

Pit 854

Pit 840

P it 841

Pit 842

Pit 843

Pit 844

Pit 845

Pit 846

Pit 847

Pit 848

Pit 849

Pit 850

P1851

Pit 852

Pit 803

Pit 806

46X44X94

32X31X33

22X20XO

30X27XO

29X19X25

26X18X27

40X28X64

24X19X28

23X12X21

26X16X26

20X19X22

21X13X12

20X20X22

34X21X18

24X20X20

22X20XO

19X18XO

211X20X20

30x29× 58

225(P l13-Pit 809) 200(P18119-812) N-15LE
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第11表  建 物 跡 一 覧 表 (3)

※張り出し部をもつプランのうち、張り出し部軸長が長辺より長いものは
張り出し部軸方向を長軸方向とした。
※新旧関係は1日→新で標記。標記のないものは新旧不明。
※( )のついているNoは第4次調査、( )のついているものは10次調査
時の建物跡、柱穴Noである。

こ物跡k 形鬼 主穴謝
柱 穴

長辺の長さ(■ ) 短辺の長さ(■ )
張り出し部軸長

(m)
長軸方向 新 1日 関 係

番 号 規模、深さ(lln) 主痕僣

S3611 ] 6

IPit 203

1Pit 204

1Pit 208

(Pit 210

1Pit 203

Pit B

“
XttXメゝ
路x%xr)
68X62X92

62x62Xl19

48X46X0

280(Pit Om)― PI B )

290(Pit(OB〉―PL110))

355(Pit B Pit110))

3411(Pit 12"〉―Pitや

“
》

375(Pれ や襲〉―Pit(203))

N-70°―E

S B 612 Ⅱ 6

Pit 963

Pit 969

Pit 972

Pit 976

Pit1021

Pit C

100X90X120

99X95X122

94X85X98

96X95X99

112XOX136

430(Plt972-Pl11021)

440(Pit976-Pll C)

395(P1972-PI C)

390(Pit976-Plt1021)

590(P1969-P1963)

N-8°一E

S3613 Ⅱ 6

Pit 986

Pit 990

Pit 989

Pit1013

Pit 929

Pit 943

100X"X96

139X139X97

120Xl18X132

119Xl10X 0

120Xl10X126

98X94X98

39

50

490(P1929-Pl1013)

450(Plt936-Pれ 990)

470(P1929-Pl101&

450(P1936-Plt 9901

565(P194-P1989)

N-3。一W

S B 617→ 613→ 615→ SX(S)
602

S B 614 I

Pit 888

Pit1008

108X100X100

80XOx96

39

45

470(Plt883-Pit1008)

N― S

S B 615 Ⅱ 6

Pit 920

Pit 934

Pit 947

Pit 959

Pit 983

Pit D

107X103X123

130X130Xl17

135X135X123

100X89XO

99X93X0

35

46

40

460(Plt920-Pit959)

465(P1934-Pit94)

420(Pれ 920-Pれ 934)

486(P1959-P19イ )

590(Ph983-Pit D)

N-5°一W

S B 617→ 613→ 615→ SX(S)
602

S B 616 Ⅱ 6

Pit1038

Pi1 971

Pit 978

79X72X83

85X85X109

72X69X95

27

35

35

490(P1978-Plt1038)
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こ物跡訛 主穴党

柱
長辺の長さ(m) 短辺の長さ(m)

張り出し部軸長

(m)
長軸方向 新 日 Ftl係

口
万

乎
貸 規模、深さ(m) 柱痕b

S B 617 Ⅱ 6

Pit 931

Pit 944

Pit 938

Pit 991

Pit 988

Pit 955

104XOX109

lZXOX134

101XOX100

84X80X90

120xOx90

0XOX94 44

310(Pit931-P1975)

410(P1938-Pit991)

435(P1931-P1938)

437(P1975-Pit991)

530(Pl1 944-P1988)

N-6°一E

S B 617→ 613→ 615→ SX(S)
602

第12表  建 物 跡 一 覧 表 14)
※張り出し部をもつプランのうち、張り出し部軸長が長辺より長いものは

張り出し部軸方向を長軸方向とした。
※新1日関係は旧→新で標記。標記のないものは新日不明。
※( )のついているNoは第4次調査、( )の ついているものは10次調査
時の建物跡、柱穴Noである。

第617号 建物跡 (第 10図 )

万座環状夕1石東側に隣接するZL-92・ 93、 ZM-92・ 93グ リッドに位置する。 第613号 ・

615号建物跡、第602号環状配石遺構 と重複 し、新旧関係は本建物跡→613号建物跡→615建物跡

→602号環状配石遺構である。

ピット931・ 938・ 944・ 955。 988・ 991の 6本の柱からなる建物跡で、長辺4.10m、 短辺4.37

m、 張 り出し軸長5.30mを 測 り、長軸方向N-6性 Eで ある。

柱穴の掘 り方径は84cm～ 124cm、 深 さ90cm～ 134cmを 浪1る 。各 ピットで確認された柱痕は径44

cmを浪」る。

本遺構 ピットより縄文時代後期中葉の土器細破片が出土した。      (藤 井 安正 )

2.配石遺構

(1)環状配石遺構

第602号環状配石遺構 (第28図 )

万座環状夕」石東側に隣接するZL-92・ 93、 ZM-92～ 94グ リットに位置し、Ⅲc層上面

において確認 した。第613号 、615号、617号建物跡 と重複関係をもち、いずれよりも新しい。

ピット921に は環帯部の石の落ち込みが認められた。

環帯は 3列並べを基本とし、環帯部径7.56m、 環帯幅0.5mを 波1る 。張 り出し部分は確認で

きなかった。配石に使用されている石は拳大から長さ52c.mを 測 る大形のものまであり、その石

質は石英閃緑珍岩が大方を占め、石英安山岩、泥岩、緑色凝灰岩、安山岩も見られる。環帯部

のほぼ中央 (ピ ット942付近)に おいて径80cm、 厚さ 5 cm程の焼土を確認 したが、肖」除してしま

った。

本遺構周辺部より縄文時代後期前葉～中葉の土器破片のほか、南東環帯部内外より炭化堅果

―-39-―
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ず

10cm

-42-



９７

円
――
‐―
＝
‐Ｉ
Ｈ

９６

綺
諄
・

回
―Ｉ
Ｈ
‐―
＝
り

００

Ｔ Ｈ
＝
Ｈ
Ц

‐０３

‐ ‐

い

０６

＝

餞
鶉

蝠

鸞 |
119

ノ

‐０７

∩
ν
〃
″

‐１
　
　
　
刀
〃
日
ヽ

１１６

　

　

　

∩
‐Ｉ
Ｈ
‐Ｉ
Ｈ

‐２０

円
――
同
国

０２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
‐―
‐―
＝
Ⅳ
月

‐０

円
＝
――
＝
＝
――
＝
Ｈ

０９

∩
Ｈ
同
‐―
＝
ぼ

０１

　

　

∩
＝
＝
＝
口

０５

】
―‐
―‐
―‐
―‐
―‐
Ｈ
ぃ
１０４

（ｎ同剛り＝り
９９

，
Ｈ
＝
――
――
――
――
―‐
Ｈ
『
９８

■
妙
Ｊ炸

鍼
脚

蒻
秦

戦

ずゝ ,避
影 彰物
■i篠

=`'

円
Ｈ
Ｈ
＝
Ｈ
【

１３

鳳幌
副
日
Ｈ
ＩＩ
Ｈ

ｌ２
洟

』
＝
＝
＝
Ｈ
‐５

Ｈ
＝
＝
――
＝

‐１４

貧
曰

鶉

翻 鉤 簑 1

3=″雪

Ｈ
＝
＝
＝
『
‐１８

Ｈ
同
――
――
『

‐１７

96 P t970    97… P t971   98・ 1 01 pit1000   99¨ Pit985   100 Pit992   102 Pit1004
103 P t1007    104 Pit1008    105… P t1012      106¨ P t1016   107 …P t1020    108 Pit1035
109 P t1040   110 Pit1045   111-Pit1050     112 Pit1054   113 P t1056   114 Pit1058
115… P t1065   116… P it1083   117～ 118 P t1089   119～ 120 Pit1090

第24図 柱穴状ピット出土遺物 (4)

鰤

録

-43-



04

一
　

　

　

　

‐５

Ｓ

ル
‐鉤

写
和

-3

一〔:う〕)一  ―(g§ _
-5  

6`

輩
―鱚―

011  -12

ヽ
日
＝
―‐
Ｖ

８

蒻
△ 9

こ≦fゝ i4

―

く

§ 〕

一

<~~~¬  ヽ24

一
:きミミ『
◇ 25

堰≧[至曇
`3「

診 _
く 三 319

-21

ひ匁―」(こり
'_

⌒ 26     627

一

一
　

　

３〇

　

　

　

　

　

一
　

　

３‐

Ｓ

ｋ

ざ

（

l ……Pit604
5………Pit619

8 - P t682
11………P t717

14 … Pit776
14 -¨ ・Pit 877

21・ 22-Pit939
26…… …P t970
29… …P t1035

⌒ 32
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0              2m

第29図 第603号環状配石遺構実預1図

類が出土している。

本遺構の構築時期は、遺構の重複より縄文時代後期中葉と判断される。

第603号環状配石遺構 (第29図 )

万座環状列石南南東傾1に隣接するZ」 -91、 ZK-90,91グ リッドに位置 し、 Ⅲc層 上面

で確認した。第616号建物跡 と重複関係にあり、本遺構が新 しい。本遺構南傾1は未調査である。

環帯は 2列並べを基本とし、環帯部径約4.50m、 環帯幅0.4mを測る。張 り出し部分は確認

できなかった。配石に使用されている石は20cm～ 56cm大の大きさで、その石質は石英閃緑玲岩

が大半を占め、安山岩、緑色凝灰岩、石英安山岩である。

焼土は確認できなかった。未調査部分に存在するものと考えられる。

本遺構周辺部より縄文時代後期前葉～中葉の土器破片が出土している。

本遺構の構築時期は、遺構の重複より縄文時代後期中葉と判断される。

第608号環状配石遺構 (第30図 )

万座環状列石東側の ZL-99、 ZM-99グ リッドに位置 し、Ⅲc層上面において確認 した。

第404号配石列と重複関係 し、その新旧は不明である。

ZL-99杭より東側に弧状 に延びる石の列で、環帯部径はおよそ 7m～ 8mを測るものと想

定される。同グリッド杭周辺に張 り出し部を想定できる石の配置が見られる。

本遺構に確実に伴 う焼土は確認できなかったが、環帯径が上記のものであるとすれば第 605

号・606号焼土遣構が環帯内に納まる。

本遺構周辺部より縄文時代後期前葉～中葉の土器破片が出土している。

本遺構の構築時期 は、遺構確認面より縄文時代後期中葉と判断される。
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(2)配石列

第404-a号配石列 (第30図 )

第10次調査 D4区において検出された配石列の延長部分を確認した。本年度確認部分には日召和

21年調査 〔『大湯町環状列石』・昭和28年 3月刊行・第一区石列として報告。〕で確認されている

配石列も含まれている。 (第 4図参照)

なお、本配石列は昨年度の調査によって 3条 (a、 b、 c列)の石列より構成されているこ

とが確認されている。

本年度調査区を北北西側から南南東佃1に かけて縦断するように配列されているものである。

第608号環状配石遺構と重複関係にあるが、新旧関係は不明である。なお、第607号配石遺構は

本配石列より分岐 した可能性もある。

拳大から80cm大の柱状又は扁平な石を立て並べ・平置きし配石列を作 り出しているもので、

その長さ49mを浪lり 、昨年度確認 したものを含めると総延長88m余 りに達する。

第409号配石列 (第31図 )

第10次調査 D4区 において確認していたものである。本調査では万座環状列石と接続する部分

を確認 した。なお、東側に隣接する第410号配石列とは方向も同じことから、対となる可能性

がある。

万座環状列石北側のZT-93・ 94、 ZU-93・ 94グ リッドに位置 し、Ⅲc層 上面において確

認 した。第611号建物跡柱穴状ピットと重複関係にあり、本遣構が新 しい。

15～ 60m大の石の長軸を連結するように配置した配石列で、長さ1lmを 測 る。ボーリング探

査の結果、この配石列は万座環状 rll石 に接続することが確認されている。このことから実際の

ところその長さは12m余 りを測るものである。

使用された石材の石質は、石英閃緑玲岩が大半を占める他、凝灰岩、砂質凝灰岩が見 られる。

本遺構周辺部より縄文時代後期前葉～中葉の土器破片が出土している。

本遺構の構築時期は、遺構確認面より縄文時代後期前葉～中葉と判断される。

第410号配石列 (第 31図 )

第10次調査 D4区 において確認 していたものである。本調査では万座環状列石 と接続する部分

を確認した。なお、東傾1に隣接する第409号配石列とは構築状況、方向も同じことから、対と

なる可能性がある。

万座環状列石北側、 ZT-93・ 94、 ZU-94グ リッドに位置 し、Ⅲc層 上面で確認 した。

第611号建物跡 と重複関係にあり、本遺構が新しい。

攀大から57cm大 の石の長軸方向を連結するように配置 した配石列で、長さ9.4mを 測 る。 ボ

ーリング探査の結果、万座環状列石に連結することが確認されている。このことから実際のと
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こ.ろの長さは11‐
“

‐程に達するものと想定される。

使用された石材の右質は、石英閃緑

"岩
が大半を占め、擬灰岩、砂質凝仄岩が見られる。

,本遺構周辺部より縄文時代後期前業～中業の土器破片|が出土している6

蜀 築動 は 1ヽ遺構確認面より縄文1時代後期1前葉～中葉と判断される。

第

“

1号駆
‐
烈 (第32図 )

万座環状夕」石南南東のZE-94・ 95、 zF-94・ 95グ リッドに位1置|す る。■1層上面におい

て確認した。他遺構との重複関係は認められない.。 第606号配石夕JIがすぐ茜側に隣接すること

から輸 ‐する可能性もある。

2m～ 2cln大の石の長軸を連絡するように弧状に配置するもので、長さ4.90mを測|る。

本遺構周辺部‐より縄文時代後期前業～申葉の土器は が出土してい.る。

SQ

STU(滑ず
ρ

一-0-・
未螂 分

め

m

第
"図
 1第601号・606号配石列実測国

一 諷 ―



本遺構の構築時期は、遺構確認面より縄文時代後期前葉～中葉と判断される。

第606号配石列 (第32図 )

万座環状列石南南東のZF-94・ 95グ リッドに位置する。Ⅲc層上面で確認 した。第602号石

囲炉と重複する。新旧は不明。 2遺構一体となったものとも考えられる。第601号 配石列がす

ぐ南東側に隣接することから接続する可能性もある。

第602号屋外炉を中心に15cm～ 33cm大 の石 を南北方向に配置するもので、その長さは北側2.80

m、 南側4.20mを測る。

本遺構周辺部より縄文時代後期前葉～中葉の土器破片が出土 している。

本遺構の構築時期は、遺構確認面より縄文時代後期前葉～中葉と判断される。

(3)配石遺構

第604号配石遺構 (第33図 )

万座環状列石東側のzK-93グ リッドに位置 し、Ⅲd層 上面で確認 した。第631号 フラスコ状

土墳 と重複 し、本遺構が新 しい。

配石の西端に幅30cmの柱状の石 を立て置 き、これに付属するように攀大から45cm大の扁平な

石を径1.4mの 円形 に配置 している。ボーリング探査によって配石下に深 さ60cm程 の土墳の存

在が看取 された。なお、使用された石材の石質は石英閃緑三分岩、緑色凝灰岩である。

本遺構周辺部より縄文時代後期前葉～中葉の土器破片が出土している。

本遺構の構築時期は、遺構確認面より縄文時代後期前葉と判断される。

第605号配石遺構 (第 33図 )

万座環状列石東側のZK-92グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面で確認 した。第603号焼土状遺構

と重複 し、本遺構が新 しい。

環状配石遺構の張 り出し部に類似 した状況 を呈する。配石周辺には石の抜き取 り跡は確認さ

れなかった。径1.4m× 1.6mの範囲に拳大から64cm大 の扁平な石を規員1的 に平置 きしたもので

南西佃1に むかって 5個の石の突出が見られる。下部施設については確認できなかった。使用さ

れた石の石質は石英閃緑 F分岩が大半を占める他、緑色凝灰岩、安山岩が見られる。

本遺構周辺部より縄文時代後期前葉～中葉の土器破片が出土 している。

本遺構の構築時期は、遺構確認面より縄文時代後期前葉と判断される。

第607号配石遺構 (第30図 )

万座環状列石の北東側、 ZO-99、 ZP-99グ リッドに位置 し、Ⅲc層 上面で確認 した。西

側に第404-a号配石 allが接する。

一-52-一
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3.石囲炉

第601号石囲炉 (第 34図 )

調査区南部のZI-94グ リッド・Ⅲd層 上面で確認した。四隅に25～40m大の細長の石を縦

位に設置 しているのが確認されたが、本来は60× 60cmの方形に配置 した石囲炉と考えられる。

炉内中央から50× 42cmの範囲で焼土が確認された。

第602号石囲炉 (第 34図 )

調査区南東部のZF-94グ リッド・Ⅲc層上面で確認した。第606号配石 yllと 重複 し、新旧関

係は不明であるが、第606号配石列とは一体となったものとも考えられる。

炉は南側を消失 ヒ́ているが、本来12～ 44cm大 の石を円形に配置 した石囲炉と考えられる。炉

内中央から40× 34cmの範囲で焼土が確認された。

4.焼土遺構

第601号焼土遺構 (第35図 )

調査区北西部 ZS-94グ リッド・Ⅲd層上面で確認 した。焼土範囲は66× 44cmで ある。

第602号焼土遺構 (第35図 )

調査区北西部 ZS-94グ リッド・Ⅲd層 上面で確認 した。

第602号建物跡 よりは古 く、第603号建物跡 とは不明である。

SX(0)601 SX(O)602

第602号、603号建物跡と重複 し、

焼土範囲は96× 94cmで ある。

０

一
一一一一
一十一一

０上

A A′

第34図 第601号・602号石囲炉実測図

B′

1層  赤褐色土 (5 YR4/8)

o                lm

B

-54-



第603号焼土遺構 (第35図 )

調査区南部 ZK-92～ 94グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。第605号配石遺構 と重複 し、本遺

構が古い。焼土範囲は推定64× 42cmである。

第604号焼土遺構 (第 35図 )

調査区南東部中央寄りZJ-94グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。焼土範囲は86× 48cmであ

る。

第605号焼土遺構 (第 35図 )

調査区東部 ZM-99～ 100グ リッド・Ⅲc層上位で確認した。焼土範囲は104× 60cmである。

第606号焼土遺構 (第35図 )

調査区東部 ZM-99グ リッド・Ⅲc層上位で確認 した。焼土範囲は62× 58cmである。

第607号焼土遺構 (第 35図 )

調査区東部 ZO-100グ リッド・Ⅲc層 上位で確認 した。焼土範囲は56× 50cmで ある。

第608号焼土遺構 (第35図 )

調査区東部 ZO-100グ リッド・ Illc層 上位で確認 した。焼土範囲は58× 40cmで ある。

第609号焼土遺構 (第35図 )

調査区東部 ZR-99グ リッド・Ⅲc層上位で確認 した。焼土範囲は40× 36cmである。

第610号焼土遺構 (第35図 )

調査区東部 ZT-100グ リッド・ IIId層 上面で確認 した。焼土範囲は58× 40cmである。

第611号焼土遺構 (第 35図 )

調査区北部 ZT-99～ 100グ リッド・Ⅲc層上位で確認した。焼土範囲は60× 46cmである。

第612号焼土遺構 (第 35図 )

調査区北部 ZS-98グ リッド・Ⅲc層上位で確認した。焼土範囲は56× 48cmである。

第613号焼土遺構 (第 35図 )

調査区東部 ZN-99～ 100グ リッド・Ⅲc層上位で確認した。焼土範囲は46× 40cmである。

第614号焼土遺構 (第35図 )

調査区北部 ZU-99グ リッド・ Illc層 上位で確認した。焼土範囲は172× 96cmで ある。

第615号 焼土遺構 (第35図 )

調査区北部 ZQ-98グ リッド・Ⅲc層上位で確認した。焼土範囲は38× 36mで ある。

第617号焼土遺構 (第 35図 )

調査区北部 ZR-99グ リッド・Ⅲc層上位で確認した。焼土範囲は46× 48cmである。

第618号焼土遺構 (第 35図 )

調査区北端部 ZS-100～ 101グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。焼土範囲は58× 52crpである。
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SX lf)605 SX(f)606
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⑦  SXo釧

3⑦

Sx(f)614

Sx∞ν7⑦ SX 0釧80

¨
〇

第35図 焼土遺構実測図

5.埋設土器遺構 (第36図、37図 )

第601号埋設土器遺構

調査区南部ZI-92グ リッド・Ⅲb層下位で確認し、Illd層 より掘り込まれている。土器は、

径48× 47cn、 深さ42cmの掘り方に正位で埋設されていた。深鉢形土器で、無文研磨された器面

上に主文様として沈線により縦位に通結した「S」 字文を描き、弧線文を付加している。文様

は胴部下半まで及んでいる。日径31.動、底径15.lcmN器高51.2、 最大胴径34.5銀、色調はに

ぶい黄橙色である。土器内より剥片 1点が出土した。

SX(f)604

⑦

0           1m

-5‐6-

(花海 義人)



A A′

1層  黒褐色土 {10YR2/2)

第36図  第601号埋設土器遣構実測図

0

第37図 第601号埋設土器実測図

6.土 墳

(i)Tピ ット

第616号 Tピ ット (第38図 )

調査区中央部 ZO-95～ 96グ リッド・Ⅲd層 で確認した。第607号建物跡と重複しているが、

新旧関係は不明である。

規模は312× 58cm、 深さ114cmと推定される。長軸方向はN-83｀ Eである。堆積土は5ブロ

ックに区分され、地山粒の混入がみられることから、人為堆積と判断する。

構築時期は、確認面から縄文時代後期後葉と考えられる。

第643号 Tピット (第38図 )

調査区東南部 ZG-101グ リッド・Ⅲ」習上面で確認した。遺構の半分は調査区外に延びてい

るが、深さは128cmである。堆積土は 7ブロックに区分され、混入物から人為堆積と判断する。

ピット内より、縄文土器細破片 3点が出土した。

構築時期は遺構内出土遺物より、縄文時代後期前葉と考えられる。

第644号 Tビ ット (第38図 )

調査区東南部 ZG-103グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。遺構の半分は調査区外に延びてい

-57-



SK(丁)616 SK(丁 )644

第616号 Tビッ ト
1層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
2層  暗褐色土 (10YR3/3)
3層  黄褐色土 (10YR 5/8)
4層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
5層  明黄褐色土 (10YR6/6)

第643号 Tピ ッ ト
1層 黒 色 土 (7 5YR1 7/1)
2層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
3層  黒褐色土 (10YR2/2)
4層  明褐色± 0 5YR5/6)

暗褐色土混入
5層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
6層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
7層  明黄褐色土 (10YR6/8)
8層  黒褐色土 (10YR2/2)

第644号 Tビ ッ ト
黒 色 土 (7 5YR1 7/1)
黒 色 土 (10YR1 7/1)軟 弱
暗褐色土 (10YR 3/3)
明褐色土 (7 5YR5/81
黒 色 土 (7 5YR1 7/1)
明褐色土混入

第38図  Tピ ット実測図

るが、規模、長軸方向等は不明であるが、深さは110cmである。堆積土は 5ブロックに区分さ

れ、地山粒が混入していることから、人為堆積と判断する。

構築時期は確認面より、縄文時代後期前葉と考えられる。

(2)フ ラスコ状土塘

第603号 フラスコ状土境 (第 39図、42図 1、 43図 1・ 2・ 17)

調査区南東部のZD二 95、 ZE-95グ リッド・Ⅲd層 上面で確認した。口縁部は144× 138cm

底径は184cmである。底面は二段構造で、西側の低い面までは116cm、 東狽1の高い面までは、136

clnを測る。堆積土は 5ブロックに区分され、人為堆積である。堆積土中に炭化堅果類 (第 IV章

参照)の混入がみられた。

土墳内より縄文土器破片103点、掻器 3点、景」片 3点、敲石 2点の出土があった。

構築後期は遺構内出土遺物より、縄文時代後期前葉と考えられる。

第604号フラスコ状土娠 (第39図、42図 2・ 3、 43図 3)

調査区南東部のEE-94グ リッド・Ⅲd層 上面で確認した。口縁部径は139× 139cm、 径は、

149cm、 深さは112cmである。堆積土は 6ブロックに区分され、人為堆積と考えられる。

遺構内より縄文土器破片55点、打製石斧 1点、剥片 2点の出土があった。
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SK(F)604 SK(F)612

SK(F)

①

乳
′／

げ・

Ｄ

一

SK(F)617

第603号 フラスコ状土境
1層 黒 色 土 (10YR2/1)

炭化物混入
2層  黒褐色土 (10YR2/2)
3層 黒 色 土 (10YR2/1)

炭化物 地山塊混入
4層 黒 色 土 (10YR2/1)

3層 より混入多い
5層 黒 色 土 (10YR2/1)

第614号 フラスコ状土墳
1層 黒掲色土 (10YR2/2)
2層 黒 色 土 (10YR2/1)
3層 黒 色 土 (loYR2/1)
4層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
5層  明責褐色土 (10YR6/8)

Ｆ二
‐
、
、

Ｅ

一

Ｅ

一

層

層

層

②

　
　
ｃ
」‐′′

第604号 フラスコ状土坂
1層 黒 色 土 (10YR1 7/1)

シラス塊混入

2層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
地山塊混入

3層 黒 色 土 (10YR2/1)
地山塊混入

4層 黒 色 土 (10YR2/1)
シラス塊混入

5層 黒 色 土 (10YR2/1)
地山塊混入

6層  黒褐色土 (10YR2/2)

第615号 フラスコ状土渡
1層 暗褐色土 (10YR3/3)
2層 黒褐色土 (10YR2/2)
3層 黒褐色土 (10YR2/3)
4層  黒掲色土 (10YR2/2)
5層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
6層 黒褐色土 (7 5YR2/2)

暗褐色土

7層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
8層 黒 色 土 (7 5YR2/1)

フラスコ状土境実測図 (1)

―-59-―

第612号 フラスコ状土壌
1層 黒 色 土 (10YR2/1)

全体的に締 まる
2層 黒 色 土 (10YR2/1)

軟弱
3層 黒 色 土 (10YR2/1)
4層 黒 色 土 (10YR2/1)

地山塊混入

5層 黒 色 土 (10YR2/1)

第617号 フラスコ状土壊
1層  黒褐色土 (10YR2/3)

地山塊混入

黒褐色土 (10YR2/3)
黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (10YR2/2)
地山塊混入

第39図



遺構内出土遺物より構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第612号フラスコ状土墳 (第 39図、42図 4・ 5、 44図 1)

調査区北部のZR-95、 96グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。口縁部は90× 76cm、 底径は96cm

深さは109cmで ある。堆積土は 5ブロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より縄文土器破片12点、土器片利用土製品 1点の出土があった。

出土遺物より構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第614号 フラスコ状土墳 (第39図、42図 6・ 7、 43図 4～ 7・ 16)

調査区中央部 ZO-96、 99グ リッド・Ⅲd層 上面での確認である。口縁部は134× 116cm、 底

径は132cm、 深さは96cmを測る。堆積土は 5ブロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より縄文土器破片143点、掻器 4点、敲石 1点 が出土した。

構築時期は遺構内出土遺物より、縄文時代後期前葉と考えられる。

第615号 フラスコ状土墳 (第39図 )

調査区中央部のZO-96グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。第607号建物跡と重複するが、新

旧関係は不明である。口縁部は80× 76cmの 円形である。遺構の種類が半」明した60cmま でしか掘

り下げていないため、深さ等は不明である。堆積土は 8ブロック以上に区分され、人為堆積で

ある。

構築時期は遺構確認面より、縄文時代後期前葉と考えられる。

第617号 フラスコ状土墳 (第 39図、42図 8)

調査区中央部のZO-96グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。ピット704号 と重複し、本遺構が

古い。口縁部は70× 64cmの 円形で、遺構の種類の判明した60cmま でしか掘り下げていないため

深さ等は不明である。堆積土は4ブロック以上に区分され、人為堆積である。

遺構内より縄文時代後期前葉の土器破片が 2点出土した。

第620号 フラスコ状土壕 (第 40図、42図 9・ 4、 43図 8・ 9・ 15)

調査区中央部のZO-96グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。第607号建物跡と重複するが、新

旧関係は不明である。口縁部は94× 110cmの円形である。遺構の種類が半」明した60cmま でしか

掘り下げていないため、深さ等は不明である。堆積土は 9ブロック以上に区分され、人為堆積

である。

遺構内より縄文土器破片42点、掻器 2点、凹石 1点が出土した。

構築時期は出土遺物より、縄文時代後期前葉と考えられる。

第623号 フラスコ状土堀 (第 40図 )

調査区中央部のZN-93、 94グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。ピット820、 835と 重複し、

本遺構はいずれよりも古い。口縁部は70× 64mの 円形で、遺構の種類の判明した80cmま でしか
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Ａ

一

SK(F)620

SK(F)623

SK(F)627

SK(F)629

０
ハ
ー１
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Ａ

一
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一

⑦

Ｆ」／

1  5  1

第 620号 フラスコ状土壌
1層  黒褐色土 (10YR2/3)
2層  黒褐色土 (10YR2/2)
3層  黒褐色土 (10YR3/2)
4層  黒褐色土 (10YR2/2)
5層  黄褐色土 (10YR5/8)

シラス塊混入
6層  黒褐色土 (10YR2/2)
7層  黒褐色土 (10YR2/3)
8層 黒 色 土 (10YR2/1)

第624号 フラスコ状土壌
1層 黒 色 土 (10YR2/1)
2層 褐 色 土 (10YR4/4)

明黄褐色土混入
3層  黒褐色土 (10YR2/2)
4層 黒 色 土 (10YR2/1)
5層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
6層 黒 色 土 (10YR2/1)

第627号 フラスコ状土塘
1層  暗褐色土 (10YR3/3)
2層 褐 色 土 (10YR4/4)
3層  黒褐色土 (10YR2/2)
4層  暗褐色土 (10YR3/3)
5層  黒褐色土 (7 5YR2/2)

第629号 フラスコ状土渡
1層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
2層  黒褐色土 (10YR2/2)
3層  黒褐色土 (10YR2/2)

明黄褐色土混入

4層 黒 色 土 (10YR2/1)

第623号 フラスコ状土堀
黒 色 土 (10YR2/1)
黒 色 土 (10YR2/1)
地山塊混入

黒 色 土 (10YR1 7/1)
炭化物混入

黒 色 土 (10YR2/1)
黒 色 土 (10YR1 7/1)
地山塊混入

第625号 フラスコ状土渡
黒褐色土 (7 5YR2/2)
黒褐色土 (10YR2/2)
極暗褐色土 (7 5YR2/3)
暗褐色土 (10YR3β )
黒褐色土混入

第631号 フラスコ状土装
黒褐色土 (7 5YR2/2)
黒 色 土 (10YR2/1)
地 山塊混入

黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (7 5YR2/2)
暗褐色土混入

黒 色 土 (7 5YR1 7/1)
明黄褐色上混入

暗褐色土 (10YR3/3)
黒 色 土 (7 5YR1 7/1)
明黄褐色土混入

明褐色土 (7 5YR5/6)
黒 色 土 (7 5YR1 7/1)
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層
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層

層
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Ｆ
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第40図  フラスコ状土墳実測図 (2)

SK(F)624
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掘り下げておらず、深さ等は不明である。堆積土は5ブロック以上に区分され、人為堆積であ

る。

確認面より構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第624号フラスコ状土塩 (第40図、42図 10～ 12)

調査区中央部のZL、 ZM-95グ リッド・Ⅲd層 上面で確認した。ピット867、 869、 1045と

重複 し、本遺構はいずれよりも古い。口縁部は196× 190cm、 深さは76mである。堆積土は 5層

に区分され、深さ等は不明である。堆積土は 5ブロック以上に区分され、人為堆積である。

確認面より構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第625号 フラスコ状土娠 (第40図 )

調査区南東部のZL-94グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。第614号建物跡と重複 しているが

本遺構との新旧関係は不明である。口縁部は60× 60cmの円形で、底径は110m、 深さは90clm以

上の規模のものと推定される。堆積土は4ブロック以上に区分され、人為堆積である。

SK(F)633

SK(F)637
④

ｇ

第638号 フラスコ状土壊
1層 黒 色 土 (10YR2/1)
2層 黒 色 土 (7 5YR1 7/1)

明黄褐色土混入

3層 黒 色 土 (10YR2/1)
炭化物混入

4層 黒 色 土 (10YR2/1)
地山塊混入

第633号 フラスコ状土壌
1層 黒 色 土 (10,FR1 7/1)
2層 黒褐色土 (10YR2/2)
3層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
4層  黒褐色土 (10YR2/2)
5層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
6層 黒 色 土 (10YRl,7/1)
7層 黒 色 土 (10YR2/1)
8層 黒 色

=(10YR1 7/1)9層 黒 色 土 (10YR 2/1)
10層  730色 土 (10YR44)
11層  黒褐色土 (1畔 R2/2)

第645号 フラスコ状土壊
1層 黒褐色土 (7 5YR2/2)
2層 褐 色 土 (10YR4/4)
3層 黒 色 土 (10YR2/1)
4層  黒褐色土 (7 5YR2/2)

暗褐色土混入

第41図  フラスコ状土境実測図 (3)

SK(F)645
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第627号フラスコ状土境 (第 40図、42図 13、 44図 2)

調査区中央部のZL-96グ リッド・Ⅲd層 上面で確認した。

ある。遺構の種類が半」明した60cmま でしか掘 り下げておらず、

5ブロック以上に区分され、人為堆積である。

遺構内より縄文土器破片 5点、板状石製品 1点が出土した。

口縁部は139× 119cmの 楕円形で

深さ等は不明である。堆積土は

石製品の石質は泥質凝灰岩であ

め
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構築時期 は出土遺物 から縄文時代後期前葉 と考えられる。

第629号 フラスコ状土墳 (第 40図 )

調査区南部中央寄 りの Z」 -92グ リッド・Ⅲd層 上面で確認 した。日

11                  12                           
ユ́
'

一-63-

■1騒



ｈ
ｌｌ
同
何
Ｗ
ヽ
１

一燒9
1   5

―ミξξ[〕一
C8

ど

=ゝ

1ゝ0

|

へ 12 613 篠 14

Q
17

第44図  フラスコ状土境出土遺物 (3)

第43図  フラスコ状土墳出土遺物 (2)
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円形である。遺構の種類が判明した面までしか掘り下げておらず、深さ等は不明である。堆積

土は 5ブロック以上に区分され、人為堆積である。

遺構内出土遺物は縄文土器破片 3点で、すべて縄文時代後期前葉のものである。

第631号 フラスコ状土境 (第 40図、42図 14、 44図 3)

調査区南東部中央寄りのZI、 Z」 -93グ リッド・Ⅲd層 上面での確認である。 ピット1043

号と重複し、本遺構が古い。平面形は144× 139cm、 底径は179cm、 深さは74cmで ある。堆積土

は10ブロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より縄文土器破片69点、マッシュルーム状を呈する土製品 1点 が出土した。

構築時期は出土遺物より、縄文時代後期前葉と考えられる。

第633号 フラスコ状土堀 (第 41図 )

調査区南部のZ」 -91グ リッド・Ⅲd層 上面で確認 した。ピット1086号 と重複し、本遺構が

古い。口縁部は160× 134cm、 底径は1 80cmで ある。底部は二段構造で、南傾1の深い面までの深

さは94cm、 北東狽1の浅い面までの深さは79cmを浪1る 。堆積土は 9ブロックに区分され、人為堆

積である。

遺構内出土遺物は縄文土器破片18点で、縄文時代後期前葉のものである。

第637号 フラスコ状土墳 (第41図、42図 16～ 18、 43図 10・ 11)

調査区北部中央寄りのZQ、 ZR-96グ リッド・Ⅲd層 上面で確認 した。日縁部は94× 90cm、

底径は114cmである。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片52点、掻器 3点が出土した。

第638号フラスコ状土墳 (第41図、42図 19・ 20、 43図 12～ 14)

調査区北部のZS-97グ リッド・Ⅲd層 上面で確認した。口縁部は108× 106cm、 底径は98m

深さは92cmで ある。堆積土は4ブロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より縄文土器破片49点、掻器 3点が出土した。

構築時期は出土遺物より、縄文時代後期前葉と考えられる。

第645号 フラスコ状土垢 (第 41図 )

調査区中央部のZL-96グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。第626号土獲と重複し、本遺構が

古い。口縁部は120× 114cm、 底径112cm、 深さは79cmを浪1る。堆積土は4ブロックに区分され、

人為堆積である。

構築時期は確認面より、縄文時代後期前葉と考えられる。
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(3)土 績

第601号土堀 (第45図 )

調査区南東部のzC-95グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。規模は100× 77cmの楕円形で長軸

方向はN-40江 E、 深さは56cmで ある。堆積土は 4ブロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より縄文土器破片 2点が出土し、時期は縄文時代後期前葉のものである。

第602号土墳 (第45図 、49図 1、 50図 1)

調査区南東部のZD-95グ リッド・Ⅲd層 上面で確認 した。規模は145× 104cmの 楕円形で、

長軸方向はN-58咀 E、 深さは37cmで ある。堆積土は 4プロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より掻器 1点が出土した。

構築時期は確認面より、縄文時代後期前葉と考えられる。

第605号 土墳 (第45図 、49図 2)

調査区南東部のZE-95グ リッド・Ⅲd層上面で確認 した。規模は140× 102cmの 楕円形で、

長軸方向はN-52生 E、 深 さは34cmである。堆積土は 1ブロックで、人為堆積である。

遺構内より縄文土器破片10点 が出土 した。

構築時期は出土遺物より、縄文時代後期前葉と判断できる。

第606号土垢 (第45図、49図 3・ 4)

調査区南東部の ZE-93、 95グ リッド・Ⅲd層 上面で確認した。規模は120× 112cmの 楕円形

で、長軸方向はN-54｀ E、 深さは60cmで ある。 3プロックの堆積土は、人為堆積である。

遺構内出土遺物は、縄文土器破片21点である。

構築時期は出土遺物より、糸電文時代後期前葉と考えられる。

第607号土境 (第45図、49図 5・ 6)

調査区南東部の zE、 F-95グ リッド・Ⅲd層 上面で確認した。規模は160× 79mの 長楕円形

で、長軸方向はN-36L E、 深さは30のである。堆積土は 1ブロックで、人為堆積である。

遺構内より縄文土器破片 7点の出土があり、すべて縄文時代後期前葉のものである。

第610号 土墳 (第45図、49図 7・ 8)

調査区北西部中央寄 りの zS-94、 95グ リッド・Ⅲd層上面での確認である。第601号建物跡

にともなうピット613及 び第603号建物跡と重複 し本遺構はいずれよりも古い。規模は140× 102

cmの楕円形で、長軸方向はN-25｀ E、 深 さは46cmである。堆積土は 3ブロックに区分され、

人為堆積である。

遺構内より縄文土器破片 6点が出土 した。

構築時期は、出土遺物より縄文時代後期前葉と考えられる。
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黒 色 土 (10YR1 7/1)
炭化物混入

黒 色 土 (10YR2/1)
黒 色 土 (10YR1 7/1)
黒褐色土 (10YR3/1)

第610号土壊
黒 色 土 (10YR2/1)
炭化物混入

黒 色 土 (10YR2/1)
黒 色 土 (10YR2/1)
炭化物混入

第622号土墳
黒 色 土 (10YR2/1)
黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (10YR3/1)

SK 619

第605号土渡
黒褐色土 (10YR3/1)

第613号土壊
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地山塊 多量混入
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第613号土娠 (第45図、49図 9・ 10)

調査区中央部の ZQ-96グ リッド・Ⅲd層 上面で確認した。第606号建物跡にともなうピット

668と 重複 し本遺構が古い。規模は100× 82cmの楕円形で、長軸方向はN-51° 一w、 深さは62cm

である。堆積土は 4層 に区分され、自然堆積である。

遺構内出土遺物は、縄文時代後期前葉の土器破片14点である。

第618号土墳 (第45図 )

調査区中央部のZO-96グ リッド・Ⅲd層 上面で確認 した。規模が88× 78cmの楕円形で、長

軸方向はN-63°一w、 深 さは1 0cmで ある。堆積土は 1ブロックで、人為堆積である。

構築時期は確認面より、縄文時代後期前葉と考えられる。

第619号土坂 (第45図 、49図 11)

調査区中央部のzP-95グ リッド・Ⅲd層上面での確認である。規模は106× 80cmの楕円形で

長軸方向はN-46°一w、 深さは36cmである。堆積土は 3ブロックで、人為堆積である。

遺構内より縄文土器破片12点 が出土 した。構築時期は遺物より縄文時代後期前葉と考えられ

る。

第621号土墳 (第46図、48図 50、 50図 13)

調査区中央部の zO、 zP-96グ リッド・Ⅲd層上面での確認である。ピット686と 重複する

が、新旧関係は不明である。規模が294× 100cmの 隅丸方形で、長軸方向はN-40°一E、 深さは

18cmを浪」る。

遺構内より復元完形土器 1点、敲石 1点が出土 した。土器は日径23.2cm、 底径13.2cm、 高さ

31.2cmの 深鉢で、文様帯は胴部半部までおよび、 1～ 3条の平行沈線によって区画され、その

中に「Ω」字状の主文様を横位に連結している。色調は褐灰色で、焼成は良好である。

構築時期は出土遺物より、縄文時代後期前葉 と考えられる。

第622号土堀 (第45図、49図 12・ 13)

調査区中央部の zP、 zQ-97グ リッド・Ⅲd層 上面での確認である。 ピット722、 723と 重

複しているが、新旧関係は不明である。規模は146× 92mの楕円形で、長軸方向はN-53°一W、

深さは34cmである。堆積土は 3ブロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の上器破片 2点が出土した。

第626号土墳 (第45図 )

調査区中央部東寄 りのzL-96グ リッド・Ⅲd層 上面で確認 した。規模は86× 82cmの 円形で、

深さは32cmを測 る。堆積土は 4プロックの人為堆積である。

構築時期は確認面より、縄文時代後期前葉 と考えられる。
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第621号土壌
1層 黒褐色土 (10YR2/2)

炭化物混入

第630号土壌
1層 黒褐色土 (10YR2/2)

地山塊混入
2層 暗褐色土 (lⅣ R3/3)
3層 黒 色 上 (10YR1 7/1)
4層 黒 色 土 (10YR2/1)
5層 黒褐色土 (7 5YR3/1)
6層 黒褐色土 (7 5YR2/2)
7層 黒掲色土 (10YR2/2)

第646号 土壊
1層 暗掲色土 (10YR3/3)
2層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
3層  黒褐色土 (10YR2/2)
4層 褐 色 土 (10YR4/4)
5層 黒褐色上 (10YR2/2)
6層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
7層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
8層  黒褐色土 (10YR2/2)

第626号土渡
1層  暗褐色土 (10YR3/3)
2層 黒褐色土 (10YR2/2)
3層  黒褐色土 (7 5YR2/2)
4層  暗褐色土 (7 5YR3/3)
第634号 土壌
1層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
2層 黒 色 土 (10YR1 7/1)

シラス塊混入
3層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
4層 黒 色 土 (10YR1 7/1)

シラス塊混入
5層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
6層 黒 色 土 (10YR1 7/1)

地山塊混入
7層 黒 色 土 (10YR1 7/1)

第632号 土崚
1層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
2層  黒褐色土 (10YR2/2)
3層 黒 色 土 (10YR1 7/1)

炭化物多量混入
4層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
5層 黒 色 土 (10YR1 7/1)

炭化物 多量混入
6層 黒 色 土 (10YR2/1)

第 639号土嬢
1層 黒 色 土 (10YR2/1)
2層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
3層 黒 色 土 (10YR2/1)
4層 黒 色 土 (10YR1 7/1)

lm
第46図  土墳実測図 (2)
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S K641

⑦ h

ml
第641号土壌

1層  黒色土 (10YRl'/1)炭 化物混入
2層  黒色土 (10YR1 7/1)
3層 黒褐色土 (10YR2/2)
4層  黒色土 (10YR2/1)
5層  黒色土 (10YR2/1)シ ラス塊混入
6層  黒色土 (10YR1 7/1)

第642号土墳
1層  黒色土 (10YR1 7/1)シ ラス塊混入

第47図 土壊実測図 (3)

0              10 cm

第48図 土堀出土遺物 (i)

第630号土垢 (第46図、49図 14、 50図 13)

調査区南部のzI-92グ リッド・Ⅲd層 上面で確認した。規模は160× 134cmの楕円形で、長

軸方向はN-80性 E、 深さは52cmを測る。堆積土は 7ブロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より、縄文時代後期前葉の土器破片 1点 が出土した。

第632号土墳 (第46図、49図 15・ 16・ 24～ 26)

調査区南部のZI-93グ リッド・Ⅲd層 上面で確認した。第634、 635号土墳、ピット1039号

と重複し、新旧関係は新 S K632→ 634→ 6351日で、ピット1039と の関係は不明である。規模は

224× 160cmの 楕円形で、長軸方向はN-35生W、 深さは62cmで ある。堆積土は 6ブロックに区

分され人為堆積である。

遺構内より縄文土器破片127点、土器片利用土製品 3点、掻器 7点、凹石 1点 が出土した。

構築時期は出土遺物より、縄文時代後期前葉と考えられる。

第634号土境 (第46図、49図 17・ 18)

調査区南部のZI-93、 92グ リッド・Ⅲd層 上面で確認した。第634、 635号土渡と重複し、

新旧関係は、新 S K 632→ 634-635旧 となる。規模が160× 124cmの楕円形で、長軸方向はN一

80咀 W、 深さは70cmである。堆積土は6ブロックに区分され人為堆積である。

遺構内出土土器は、縄文時代後期前葉の土器片12点である。

-70-



第635号 土墳 (第46図 )

調査区南部の ZI-93、 92グ リッド・Ⅲd層 上面で確認した。第634、 635号土墳 と重複 し、

新旧関係は新 S K632→ 634→ 6351日である。重複により大部分が崩壊 しているため、規模等は

不明である。構築時期は、周辺出土遺物および確認面より縄文時代後期前葉と考えられる。

第639号 土堀 (第46図、49図 19)

調査区北端部の ZU-99グ リッド・Ⅲd層 上面で確認 した。ピット1061と 重複 し、本遺構が

古い。規模は96× 78師の楕円形で、長軸方向はN-50咀 E、 深さは50cmで ある。堆積土は 8ブ

ロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より縄文土器破片 2点が出土した。
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構築時期は出土遺物より、縄文時代後期前葉と考えられる。

第641号土墳 (第47図、49図 20。 21、 50図 10・ 11・ 17)

調査区東端部のZL-101グ リッド・Ⅲd層 上面で確認した。第642号土墳と重複し、本遺構

が新しい。規模は152× 96cmの楕円形で、長軸方向はN-50咀 E、 深さは80cmを浪1る。残存す
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る堆積土は 4ブロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より縄文土器破片202点 、掻器 1点、景」片 1点が出土した。

構築時期は出土遺物から判断し、縄文時代後期前葉と考えられる。

第642号 土壌 (第47図、49図 22・ 23、 50図 12)

調査区南端部のZL-101グ リッド・Ⅲd層 上面で確認した。第641号土墳 と重複 し、本遺構

が古い。規模は176× 140cmの 楕円形で、長軸方向はN-55咀 E、 深 さは50cmを測 る。堆積土は

6プロックに区分され、人為堆積である。

遺構内より縄文時代後期前葉の土器破片42点 が出土 した。

第646号土墳 (第 46図 )

調査区東端部のZH-92グ リッド・Ⅲd層 上面で確認 した。規模は194× 124cmの 楕円形で、

長軸方向はN-13咀 Eである。堆積土は 8ブロックに区分され、人為堆積である。

構築時期は確認面より、縄文時代後期前葉と考えられる。        (花 海 義人 )

7.遺構外出土遺物

(i)土 器

D6区遺構外からは、34個体の復元・図化土器と段ボール箱35箱の縄文土器破片が出土 した。

これらの土器は、縄文時代後期前葉から中葉に位置付けられるもので、その全体の 9割以上

を前葉土器が占めている。土器の平面分布状況を観察すると万座環状列石より離れた調査区部

分からの出土が多い。また、垂直分布では後期中葉の土器はⅢa層 ～Ⅲc層 、後期初頭から前葉

の土器はⅢb下層～Ⅲd層 から出土するが、後期前葉から中葉の遺構が混在する地域ではこの限

りではない。

土器の分類についてはこれまでと同様、時期ごとに群別し、文様・施文技法により細分 した。

以下、その概要について記述する。

第 1群土器 後期前葉の上器

本群土器 1～ 2類は東北地方北部の前十腰内 I式 または螢沢式、 3～ 4類は十腰内 I式に比

定されるものである。

1類 地文上に沈線文が施文される土器 (第 56図 1～ 3)

同一団体である。波状口縁を呈する深鉢形土器が主体を占める。文様体は胴部下半におよび

主文様として縦位に連結する「 S」 字文が施文される。波状口縁部の頂部には刻みが付加され

る。地文はLP縄文が施文される。焼成は良好、色調はにぶい赤褐色を呈する。

2類 隆線文・隆沈文の土器 (第 51図 1、 56図 4～ 8)
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隆線文・隆沈文により文様が描 きだされた土器を一括した。深鉢形土器が主体 を占めるが壺

形土器も見られる。主文様として「 S」 字文・楕円形文が多用され、隆線・隆沈上には縄文や

刺突が付加されるものがある。第51図 1は胴部下半に及ぶ文様帯をもつ壺形土器で、主文様と

しての「 S」 字文のほか、渦巻文・弧線文等が付加される。推定器高23cm、 焼成は良好、色調

は灰白色を呈する。

3類 沈線文の土器 (第51図 2～ 4、 56図 9～ 57、 57図 39)

本類には無文研磨された器面上に 1～数条の沈線により文様が描きだされたものを一括 した。

なお、隆線文・隆沈文で文様帯を区画するものも本類に入れた。

本類には、深鉢形土器、鉢形土器、切断土器、壺形土器、蓋、 ミニチェア土器等が見られる

麒 鉢形土器が主体を占める。文様帯は、胴部下半にまで及び、主文様が縦位、横位に展開さ

れる。主文様 として楕円形文 。円形文 (25～ 27)、 入組状曲線文 (13・ 32・ 33)、 曲線文く波状

文 (22・ 23)、 幾何学文 (37・ 38)、 格子目状文 (18)等が施 される。また、主文様 を弧線文・

直線文で連結するものも認められる。51図 2は鉢で文様帯は底部付近まで及び、主文様として

入組状曲線文が施文されている。焼成は良好、色調はにぶい橙色を呈する。51図 3は蓋状を呈

するもので沈線により羊歯状の文様が描かれる。径11.2cm、 焼成は良、色調は灰自色 を呈する。

51図 4は切断土器の上半部で楕円形文が施文されている。焼成は良好、色調は浅黄橙色 を呈す

る。55図 27・ 28は ミニチュア土器で沈線文、刺突文によって文様が施文されている。焼成は良

好なものが多く、色調は浅黄橙色～灰自色を呈する。

4類 帯縄文の土器 (第 51図 5・ 6、 52図 7・ 8、 57図40～ 58・ 65)

幅の狭い帯縄文によって文様が施文されたものを一括 した。本類には深鉢形土器、鉢形土器、

壺形土器、台付土器、片口土器等が見られるが、前 3者が主体 となる。文様体を頸部～胴部中

程・下半部に持ち、主文様は横位方向へ展開されるものが多い。主文様として入組状曲線文

(40・ 41・ 43～ 45)、 階段状文 (51～ 53)、 弧線文 (51図 5)が施文されるほか、51図 6の ように

花弁状文が主文様となり、土器底面に施文されるものもある。52図 8は異形を呈す土器で文様

帯は胴部中程で二分され上半には幾何学文、下半には階段状文が施文されている。沈線間には

L縄文が充損される。51図 5は壺で胴部上半に文様帯をもち、弧線文が背中合わせに施文され

ている。沈線間にL縄文が充填 される。色調は浅黄橙色を呈する。他に刺突文・刻文が付カロさ

れるものや41の ように土器内部にボタン状の貼付が認められるものもある。沈線間には単節・

無節斜縄文が施文されるが、条痕 (62～ 65)が 充損されるものもある。焼成は良好なものが多

く、色調はにぶい黄褐色、にぶい橙色、浅黄橙色を呈する。

第Ⅱ群土器 後期中葉の上器

本群土器と東ゴL地方北部の十腰内Ⅱ式土器に比定されるもので、東北地方南部の宝ケ峰式、
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関東地方の加曽利 B2式の特徴を持っている。

1類 幅の広い帯縄文の土器 (第 58図 67～ 59図 72)

幅の広い帯縄文によって文様が施文されたものを一括 した。第 I群 4類土器とは帯縄文の幅

で明瞭に区分する事ができる。本類は深鉢形土器、壺形土器が主体となる。いずれも口縁部が

大きく「 く」字状に外斜するものである。深鉢の回縁部は山形口縁、壺は平口縁部 となる。深

鉢の文様帯は回縁部～胴部下半、壺は胴部中程までに区画される。沈線間には単節の斜縄文が

充填されるがLR縄文が多様される。焼成は良好、色調は暗褐色を呈するものが多い。70は深

鉢の胴部破片で稲妻状の帯縄文が縦位方向に施文されている。

2類 平行沈線文が施文される土器 (第 59図 73～ 82・ 85)

文様帯に数状の沈線文を施文するものを一括 した。本類は深鉢形土器・鉢形土器が主体 とな

る。平行沈線は 3～ 7条施文され、弧状沈線文 (74)・ 刺突文 (82)で沈線間を連結しているも

のもある。深鉢は胴部より回縁部が内湾気味に外斜 し、山形口縁 (77・ 79)や立体的な装飾突

起 (81)を持つものもある。口唇部は月巴大化 し、内湾となる。沈線間には条の細かな単節斜縄

文 (LR縄文を多用)が充損されるが、76等のように前段階のような荒いものもある。焼成は

比較的良好で、色調は黒褐色、暗赤褐色を呈する。

3類 磨消縄文の土器 (第60図92～ 101)

曲線的な沈線により磨消縄文が展開するものを一括 した。深鉢形土器、壺形土器が主体とな

る。深鉢は台付で、「アサガオ」状を呈し、回縁部がキャリパー状に立ち上がるもので、装飾

把手を有する。文様帯は口縁部・胴部に区画され、幾何学的・入 り組み風の文様が施文されて

いる。沈線間に条の細かな斜縄文が充填されるがLR縄文が多用される。焼成は良好のものが

多く、色調はにぶい赤褐色、赤褐色を呈する。

52図 9は筒状 を呈する土器で、底部付近に子しを有する。口縁部には本群 2類の文様、胴部に

は横位に展開するコンパス文的な文様が展開されている。沈線間にはLR縄文が充損される。

焼成は良好、色調はにぶい橙色～黒褐色を呈する。

4類 磨消縄文に刺突文が付加された土器 (第 59図 83・ 84・ 86～ 91)

第 3類に類似 した磨消縄文が蜃開し、連続 した刺突文が付されたものを一括した。台付深鉢

形土器、壺形土器が主体 となる。刺突は竹管、棒状工具によるもので円形・三日月形を呈する

文様帯は胴部、口縁部に区画され、主文様として幾何学的・入 り組み風の文様の他、アメーバ

状の文様が展開される。本類には88の ように山形口縁より発達 した大きな装飾把手を持つもの

がある。沈線間に条の細かな斜縄文が充填されるがLR縄文が多用される。焼成は良好のもの

が多く、色調はにぶい赤褐色、赤褐色を呈する。

5類 その他の土器 (第 60図102～ 103)
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0           5 cm

―

第51図 遺構外出土土器実測図 (1)
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第52図 遺構外出土土器実測図 (2)

―-77-



※17～ 21は さらに1/2

0           5 cm

―

第53図 遺構外出土土器実測図 (3)

-78-



102～ 103は深鉢形土器もしくは鉢形土器の口縁部 と推定されるもので、隆帯上に連続する刻

み目が施される。焼成は良好、色調は黒褐色を呈する。

第Ⅲ群土器 後期前葉～中葉の土器

本群には、無文、縄文、撚糸文、条痕文の土器の他、ミニチュア土器を一括した。時期別の

細分は極めて困難であるが、器形等からその時期を判断できるものもあり、それについては記

第54図 遺構外出土土器実測図 14) 0           10Cm
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した。数量的には非常に多く、出土土器の 6割程を占める。

1類 無文の土器 (第 52図 5～ 53図 18、 55図29～ 34、 60図105～ 107)

深鉢形土器、鉢形土器、浅鉢形土器、壺形土器、ミニチュア土器等多数の種類が見られる。

鉢形土器、壺形土器が主体 を占める他、ミニチュア土器のほとんどは本類に属する。焼成は良

好、色調はにぶい橙色、褐灰色、,支黄橙色を呈する。

55図 32は把手が付きコーヒーカップ状、55図31は底部に小 さな 3個の脚を有する。53図 16は

小型の台付深鉢形土器で山形口縁部 を呈する。第Ⅱ群土器に付随するものと考えられる。

2類 縄文の土器 (第53図 19～ 54図 22、 60図108～ 111)

無節、単節縄文を施文した土器を一括した。深鉢形土器が主体を占める。日縁部は平口縁部

波状口縁部 を呈する。日縁部上端から縄文を施文するもの、縄文圧痕や沈線により縄文部と無

文部 を区画するもの、頸部に無文帯を巡 らせるものなどが見られる。焼成は良好で、明褐灰色、

灰白色、灰褐色 を呈する。(54図 22は胴部上半が「 く」状に外反するもので、第Ⅱ群 2・ 3群の

器形に類似する。

域 0                    5 cm

第55図 遺構外出土土器実測図 (5)
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3類 撚糸文の土器 (第54図23～ 26、 60図 112～ 118)

本類には、撚糸文、網目状撚糸文、連鎖状撚糸文が施文された土器を一括した。深鉢形土器

が主体を占める。口縁部は平口ni■、波状口縁を呈し、胴部より僅かに外反する。口縁部上端よ

り文様を施文するもの、沈線文や楕円形文を施文じ無文化するもの、隆沈文を区画文とするも

のがある。原体 としてRの撚糸が多用される。焼成は良好、色調はにぶい橙色・明褐灰色を呈

する。

4類 条痕文の土器 (第 61図119～ 123)

平口縁の深鉢形土器が主体 となる。条痕は器面に対 し、縦位・横位方向又は曲線的に施文さ

れる。焼成は良好、色調は黒褐色、暗赤褐色を呈する。          (藤 井 安正 )

:轟
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(2)石 器

D6区遺構外より出土した石器は多種多様で、その数は景」片石器938点 、礫石器260点 の総計

1,198点 である。調査区ほぼ全域から出土し、特に万座環状列石から離れるにつれてその数が

多くなっている。大半は遺物包含層Ⅲa～ Ⅲd層 からの出土である。石器の分類については、形

態別類別・細分 した。なお、石器出土分布密度図は第62図の通 りである。

石鏃 (第 63図 )

調査区ほぼ全域からまばらに出土した。形態から2群 6類に分類 した。石材は硬質頁岩が多

く、佳質頁岩、赤色頁岩と続 く。

1群…有茎石鏃で、基部形態から以下のように細別 した。重さは0.4～ 3.29を沢1る 。

a…平基有茎石鏃で13点出土 した。景」離調整はていねいで、欠損品は刃部先端を破損して

いる。 1は、基部にアスファルトの付着がみられる。 (1～ 13)

b…凹基有茎石鏃で13点出土 した。基部に決れをもつもので、 a類に比べ細長く、ていね

いな景1離調整がなされている。 (14～ 26)

C…凸基有茎石鏃で 9点出土 した。基部が a、 b類に比べ突出し、景」離調整はていねいで

ある。 (27～ 35)

2群…無茎石鏃で、基部形態から以下のように細別 した。重さは0.6～ 5.69を浪1る 。

a…凹基石鏃で 4点出土 した。景」離調整はていねいで、36は基部 を欠いている。(36・ 37・

39 ・40)

b… 円基石鏃で 1点出土 した。 I群に比べやや粗い剥離調整によって、楕円形状に作 り出

されている。 (38)

C…尖基石鏃で10点出土 した。基面に一次剥離を残すものあるが、ていねいな景」離調整に

よって作 り出され、柳葉形を呈している。基音『中央は膨 らみをもち、断面形は凸レンズ

状もしくは菱形である。 (41～ 49)

石錐 (第 65図 )

調査区ほぼ全域から出土したが、特に中央部から北部にかけて多く分布 していた。形態は、

3群に分類した。石材は硬質頁岩が多く、破質頁岩、黒色頁岩続 く。

1群…つまみ部と錐部の境が明確なもので、 8点出土した。ていねいな景」離調整によって作

り出され、特に錐部の作 りは精巧である。錐部先端には摩耗痕が観察されるものや途中で

で折れているものが多い。 (50～ 57)

2群…つまみ部と錐部の境が明確でないもので、 8点出土した。V字状 を呈 し、つまみ部に

比べ錐部はていねいな加工調整がなされ、錐部先端には著 しい摩耗痕が観察されるもの

もみられる。 (58～ 62、 64～ 66)
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3群…不定形な景」片の一部 を加工調整して錐部が作 り出されているもので、 8点出土した。

錐部は 1・ 2群に比べ規模が大きく、先端部には摩耗痕が観察される。 (63、 67～ 73)

石匙 (第66図、67図 )

調査区ほぼ全域からまばらに分布していた。形態から2群 5類に分類 した。石材は硬質頁岩、

磋質頁岩、黒色頁岩、赤色頁岩 と続 く。

1群…縦型石匙である。

a…主要刃部が一側縁に作 り出されるもので、 5点出土した。 (74～ 78)

b…主要刃部が二傾1縁に作 り出されるもので、 4点出土した。 (79～ 82)

C…主要刃部が三側縁に作り出されるもので、 8点出土した。89はつまみ部 と刃部の境に

アスファル トが付着 しているのが観察される。 (83～ 90)

2群…横型石匙である。

a…主要刃部が二側縁に作 り出されるもので、 3点出土した。 (92・ 93・ 95)

b…主要刃部が周縁に作 り出されるもので、 2点出土した。 (91・ 94)

石箆 (第 67図 )

調査区ほぼ全域に分布 していたが、特に南東部からの出土が多かった。形態別に、 3群 に分

類 した。石材は硬質頁岩と位質頁岩である。

l群…基部にたいして刃部の幅が広 くなるもので、頭部が尖る撥状のものである。 1点出土

した。 (97)

2群… 1群に比べ頭部が尖っておらず、台形状を呈 している。 3点出土 した。器面には一次

素」離を残すものもみられるが、刃部調整はていねいである。 (96・ 98・ 99)

3群…長楕円形を呈しているものである。 1点出土 した。 (100)

掻器 (第 68図、69図、70図 )

調査区ほぼ全域から出土 したが、特に中央部付近からの出土が少なかった。打面を上にして

主要刃部の作 り出される位置および刃部の形態別に 6群に分類した。石材は硬質頁岩が最も多

く、佳質頁岩、黒色頁岩、赤色頁岩、凝灰質泥岩 と続 き、黒曜石が 2点みられた。

1群…主要刃部が左、右いずれか一佃1縁に作 り出されるもので、223点 出土 した。(101～ 111)

2群…主要刃部が先端部に作 り出されるもので、67点出土 した。 (111～ 115)

3群…主要刃部が両縁 。二側縁に作 り出されるもので、262点 出土 した。 (116～ 120)

4群…主要刃部が三側縁に作 り出されるもので、62点出土 した。 (121～ 125)

5群…主要刃部が周縁全域に作 り出されるもので、25点出土 した。 (126～ 130)

6群…刃部の一部分、全域に扶 りのあるもので、198点 出土 した。 (131～ 135)
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石斧 (第 70図～71図 )

形態別に 3群に分類 した。

1群…打製石斧である。調査区からまばらに出土 した。短冊形状、撥形状、分銅形状のもの

があり、それぞれの刃部には、使用による摩滅が観察される。 3点の出土があった。石

材は硬質頁岩である。 (136～ 139)

2群…子L棒状石斧である。調査区北部と南東部の ZS-99、 ZH-95グ リッドより2点出土

した。稜線は丸味を帯び、断面形もきれいな楕円形をしている。石材は硬質頁岩と砂質

凝灰岩である。 (140・ 141)

3群…定角式磨製石斧である。調査区ほぼ全域からの出上である。27点出土 した。使用痕と

して、刃部には摩滅が観察されるもの多くみられた。143～ 145は 比較的小型のものであ

るが、使用痕が認められることから、ノミ的に使用されたものと考えられる。石材は緑

色凝灰岩、石英閃緑玲岩、硬質頁岩、流紋岩、火山礫凝灰岩である。 (142～ 154)

石鍾 (第 72図155～ 164)

調査区ほぼ全域に分布 し、25点の出土があった。扁平な川原石の両側縁を打ち欠いているも

のである。法量的には長さ4.7～ 12.Ocmと ばらつきがみられる。石材は石英閃緑 I分岩、凝灰質

泥岩、火山礫凝灰岩、硬質頁岩、泥岩、砂質凝灰岩、軽石質凝灰岩である。

敲石 (第72図 165～ 175、 73図 176～ 179)

調査区ほぼ全域から出土したが、中央部付近は少ない。扁平な川原石、円礫、棒状の礫が使

用され、特に扁平な川原石が多く使われている。法量的にも長 さ3.6～ 11.8cmと まばらである。

礫の一側縁が打ち欠かれているものが多いが、所々が打ち欠かれているものもみられる石材は

凝灰質泥岩、石英閃緑チ分岩、砂質凝灰岩、変朽安山岩、泥岩で、173～ 175は硬質頁岩である。

57点の出土があった。

凹石 (第 73図 180～ 188、 74図 189～ 193)

調査区ほぼ全域に分布するが、中央部付近は少ない。円礫、扁平な川原石、棒状の礫の一部

に、 1～複数の使用による凹みをもつもので、81点の出土があった。その他にも凹石と磨石を

併用して使用したと思われるものが、16点出土 している。石材は石英閃緑 F分岩、緑色凝灰岩、

変朽安山岩、軽石質凝灰岩、角礫凝灰岩、火山礫凝灰岩、玄武岩、泥岩である。

磨石 (第 74図194～ 198)

調査区ほぼ全域からまばらに出土し、その数は30点である。円礫の一部分、または全面に磨

痕が観察されるものである。石材は石英閃緑玲岩、砂質凝灰岩、石英安山岩、変朽安山岩、硬

質頁岩、安山岩である。
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石皿 (第 75図 )

調査区ほぼ全域から出土し、特に中央部から南東部にかけて多く分布 していた。18点の出土

である。 204は他の石皿に比べて、ていねいに作 られており、石材も軽石質泥岩と非常にもろ

いもので作られている。このことから、とうてい実用的なものとは考えにくく、別の用途とし

て使用されたものと考えられる。その他の石材は、凝灰質泥岩、緑色凝灰岩、砂質凝灰岩、石

英安山岩質溶岩、泥岩である。

砥石 (第 74図 199)

調査区北東部の ZQ-101グ リッドから、 1点のみ出土した。石材は石英閃緑玲岩である。

(花海 義人)
(3)土製品

D6区遣構外より出土 した土製品は、土偶 8点、足形付土製品 1点、耳飾 4点、鐸形土製品10

点、土錘 1点 (有孔土製品 3点、茸状土製品 1点、環状土製品 1点、皿状土製品 1点、その他

の土製品 4点、土器片利用上製品452点 の計486点 である。

土 偶 (第 76図 1・ 2・ 4、 77図 5～ 9)

1、 2は土偶の上半身部分で、頭部・顔及び腕の破損が見られる。いずれにも刺突文による

文様が施文されるが、 2に は沈線による文様が付カロされている。 1は ZC-97グ リッド・ Ⅲc

～ llld層 、 2は ZE-97グ リッド・ Illb層 の出土である。 4は土偶頭部破片で簡略的・写実的に

顔が表現されている。ZH-93グ リッド・ Illa～ lllc層 の出土である。 5・ 6は板状 を呈 した土

偶胸部破片で表裏面に沈線による文様が描かれている。 5は zE-94グ リッド・Ⅲc～ Ⅲd層 の

の出土で、頸部に黒色樹脂の付着が見られる。 7～ 9は土偶の足・脚である。

足形付土製品 (第76図 3)

縦12cm(推定 )、 横 9.3cm、 厚さ1.8cmの粘土板 に右指先部分を押 したものである。表裏面と

も研磨 され、土踏まずの位置に径 4 nlmの 子しが穿たれている。色調は浅黄橙色を呈する。

耳 飾 (第 77図 10～ 13)

いずれも耳栓のタイプに属するもので、径1.9cm～ 2.5cmを 測 る。12に は赤色顔料が塗布され

ている。

鐸形土製品 (第 77図 14～ 22)

開田部が円形又は楕円形を呈する。鉦部に穿たれる貫通孔は短軸・長軸方向のものがある。

無文のもの (18～ 22)、 沈線文のもの (16)、 刺突文のもの (17)、 沈線文+刺突文のもの (14・

15)がある。これらの多くはⅢb～ Ⅲd層 出土である。

有清土鍾 (第 78図 23)

縦 3.6cm、 横 2.8cm、 厚さ1.5cmを 測 る。短軸方向及び側面を一周するように沈線が巡 らされ

―-104-―
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ている。 ZM-95、 Ⅲ層から出土した。色調は赤褐色～黒色を呈する。

有孔土製品 (第 78図27～ 29)

球状 (28)・ 棒状 (29)・ 分金同状 (27)の形状が見られる。いずれも孔は長軸方向に穿たれる。

27に は刺突文で文様が施文されている。

茸状土製品 (第 78図 30)

茸を模倣 した土製品で、かさ径 5 cm、 高さ4 cmを測る。色調は浅黄橙色 を呈する。ZE-97

Ⅲc～ Ⅲd層 より出土した。

環状土製品 (78図 31)

欠損品で、幅6.4cm、 厚さ2.lcmを 測 る。片側縁 に 1条の沈線が巡 らされる。

皿状土製品 (第78図 32)

石皿を模倣 したものと想定される。縦 9.2cm、 横 6.l crl、 厚さ1.3cmを 測 る。傾1縁がわずかに

盛 り上がり、断面形は湾曲する。色調は赤褐色～黒褐色を呈する。 zL-100・ Illa～ Ⅲb層 よ

り出土 した。

その他の土製品 (第 78図24～ 26・ 33・ 34)

24～ 26は 十字形又は三角形を呈する土製品で、沈線文が施文されている。24に は突起が作 り

出され横位方向に穿孔されている。これらは万座環状列石南南東に集中し、ZJ-91・ 92、 Ⅲa

～Ⅲc層 の出土である。33・ 34は同一個体である。表面は丁寧な研磨が成されている。

土器片利用上製品 (第79図～81図 )

出土 した土製品の中で最も数量が多い。形態的に円形 (248点 )、 三角形 (184点 )、 方形 (20

点)に分類され、円形のものが王倒的に多い。整形技法を見ると打ち欠きのものと研磨 (一部

研磨を含む。研磨部分は←→で表現)の ものが見られるが、その大半は前者が多い。大 きさに

ついては規格性が認められない。                    (藤 井 安正 )

(4)石製品

D6区遺構外より出土した石製品は、足形石製品 1点、石剣 4点、イモガイ状石製品 2点、盤

状石製品18点、球状石製品 3点、軽石製石製品12点、男根状石製品 2点、その他の石製品 5点

の計47点である。

足形石製品 (第82図 1)

卵形を呈 した板状の石材を用い、 4本の沈線を入れ、足を表現 しているものである。その形

状から左足 と判断される。縦 1lcm、 横 7.2cm、 厚さ2.3cmを 測 る。石質は軽石である。 ZE-97

Ⅲd層上面で出土した。

石 刀 (第82図 2～ 5)
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いずれも内反りの石刀で、 5を除き背刃の部分に一条の溝を持つ。 2は調査区ゴヒ端のzT―

98・ Ⅲa～ Ⅲb層 から出土したもので、長さ30.3cmを浪1る。石材は粘板岩である。

イモガイ状石製品 (第82図 6。 7)

径 5 cm前後の円形を呈する扁平た石材の片面に、沈線により渦巻文が描かれるものである。

石材は凝灰質泥岩、泥岩である。

盤状石製品 (第 83図 12～84図 28)

打ち欠き又は研磨 (一部研磨を含む。研磨部分は一→で表現)に より円形もしくは三角形な

どに整形しているものを一括した。16は穿孔の途中のもの (16)や沈線を入れるもの (23)あ

る。いずれも大きさについても規格性が見られる。石材は泥質凝灰岩、凝灰岩、凝灰質泥岩、

泥岩、角礫凝灰岩である。

球状石製品 (第 84図29～ 31)

比較的やわらかい石材を球状に整形しているもので、29の ように凹を有するものもある。石

材は泥質凝灰岩、凝灰質泥岩である。

軽石製石製品 (第 84図 32～ 37、 85図 38～ 43)

多孔質の軽石を円形・方形・五角形・棒状等に成形したものである。大きさは千差万別であ

る。調査区南側からの出土が多い。

男根状石製品 (第85図 46・ 47)

46は細かい打ち欠きによる浅い窪みを一巡、両端部は研磨を行い形を作り出している。長さ

8.9cmで ある。47は 欠損品で、46と 同様に極めて細かな打ち欠きによって成形されている。石

材は安山岩である。

その他の石製品 (第85図 8～ 10、 84図 31、 85図 44)

8～ 10。 31・ 44は研磨の痕跡が見られるもので、方形・棒状のものが見られる。石材は粘板

岩、凝灰岩である。11は棒状の石材を用い、交差する沈線を描いている。石材は砂質凝灰岩で

ある。                                (藤 井 安正)
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第IV章  自然化学的調査

炭 化 種 子 の 同 定

1.出土した堅果類と炭化材について

(1)堅 果 類

① ク  リ

炭化したクリの果実は次の 5地点で出土している。

925号 ピット、949号 ピット、969号 ピット、603号フラスコ」犬土墳、

果皮は検出されず、特徴的な果実のしわと形により、他の堅果類と

ットからは原形をとどめるものが 9個出土し、その形状については、

成 田 典 彦

930号土墳。

区別ができる。 949号 ピ

下の表の通 りである。

↑

短

径

↓

← 長 径 →

長径 (Cm) 短径 (Cm) 長 /短
'享

さ (Cm)

① 2.37 1.87 1.3 1.47

② 2.33 1.95 1.2 1.24

③ 2.09 1.77 1.2 1.19

④ 2.09 1.56 1.24

⑤ 2.02 1.84 1.1 1.17

⑥ 2.01 1.74 1.51

⑦ 1.99 1.57 1.11

③ 1.97 1.78 1.1 1.36

⑨ 1.80 1.59 1.34

乾燥と炭化により果実は収縮しているが、最も大きいものでも長径が2.37cm、 短径が1.87cm、

厚さが1.47cmである。偏平率 (長径 /短径)を求めてみると、1.1～ 1.3である。現生の果実よ

りも小ぶりであるが、同時代の他の遺跡から出土している果実の大きさと比較しても標準的で

ある。クリは明るい場所を好む成長の早い陽性の植物で、ブナなどの樹冠に被われた落葉広葉

樹の林床や極相林中では高密度で成長することはできない。二次植生などの自然の状態での収

穫が果たす役目は大きいと思われるが、炭化材の出土も考え合わせると栽培の可能性も大きい。

な
　
さ
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② クル ミ

オニグルミの核と核片が631号土墳、ZL-93グ リッド (Ⅲd層)か ら出土している。果肉は

見られない。大きさは長径2.21cm、 短径2.08cmで ある。一般的にクルミの核の長軸方向に関す

る部分の破損が王倒的に高率を占め、クルミの処理にあたっては長軸方向から打撃を加えて核

を割り、中から果肉を取 り出していることがわかっている。今回出土した核は基部が破損して

いて、クルミの核を基部の方向に打撃をカロえて処理していたと考えられる。個数は少ないがこ

れからの出土の状態を蓄積することによって、どのような石器を使いクルミを処理していたか

興味深い資料になると思われる。

(2)炭 化 材

925号 ピットより2 cm四方 にも満たない炭

化材が数個出上 している。

徒手切片法によってプレパラー トを作成し、

本回面や柾目面の観察を試みたが、もろくて

薄片を作成することが困難であった。そこで

パラフィンで包埋 し、安全カミソリで木口面

の徒手切片を作成し、光学顕微鏡観察を行っ

た。

(ク リ属〉

年輪のはじめに大きな道管が 1～ 3列並び

順次径を減 じていき小道管が火炎状に配列す

る環子L材で、道管の穿孔は単一である。

(ヤナギ属〉

散子L材で道管は年輪全体にわたって一様に

分布する。単独で存在する道管もあるが、多

くは 2～ 3個接合する複合管孔を形成してい

る。道管は年輪界付近よりも年輪中央部で大

きいものが目立つ。

暴

Ｕ̈
ギ
熟
枷
Ъ
0。
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〈出土した堅果類)

ク リ の 果 実

2.炭化した植物遺体の保存について

炭化 した状態で出土する植物遣体 (果実、果皮、

によって割れたり、保存方法によっては出土 したと

る。炭化材の保存には次の方法が取 られている。

30%バインダー17溶液を炭化材 (果実)

バインダー17溶液を浸透させる。

オニグルミの核

材)は、もろくて壊れやすかったり、乾燥

きの形状をほとんどなさないものも見られ

に浸透 させる→50%→70%→ 100%と 農度 を上げて

(秋田県埋蔵文化センターより)
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第V章 調査のまとめ

特別史跡大湯環状列石は、鹿角市の北東部、米代川の一支流である大湯川の左岸に形成され

た舌状台地上に位置する。

大湯環状列石及び周辺遺跡の調査は、昭和59年から継続され本年度で11年目となった。この

間、平成 2年 3月 と平成 6年 1月 には周辺遺跡の殆どが特別史跡に追カロ指定されるに至った。

また、平成 3年度からは追カロ指定地の公有化を開始。平成 4年 3月 には「特別史跡大湯環状列

石環境整備基本構想」をまとめている。

このようなことから、平成4年度からは史跡の環境整備を進めるための資料を得ることを目

的に、整備の急がれる万座環状列石隣接地の発掘調査に着手 した。

本年度の発掘調査区D6区は、前述のことから万座環状列石の東傾1隣接地、同環状列石を広 く

取 り囲むように設定 した。

D6区で確認された遺構は、建物跡17棟、柱穴状 ピット404個 、環状配石遺構 3基、配石列 5

条、配石遺構 3基、石囲炉 2基、焼土遺構15基、埋設土器遺構 1基、 Tピ ット3基、フラスコ

状土墳15基、土墳24基である。なお、建物跡 1棟については昨年度までに確認されていた柱穴

状 ピットより復元された。上記の遺構 と共に遺構内・外より完形あるいは復元土器36個体。土

器破片段ボール35箱、石器1.198点、剥片 1箱、土製品486点 、石製品47点の出土があったほか

炭化堅果類 (栗)の 出土もあった。

万座環状列石の周囲に、 4本・ 6本柱からなる建物跡が万座環状列石と中心を同一にする半

径24～ 36mの 範囲 (環 1:24～ 30m、 環 2:30～ 36)に集中し一巡すること、また、建物跡は

重複や空自部分の存在から数棟からなるグループに分けられ、しかも最も近 くにある列石外帯

の月ヽ塊 と文寸応することが推測 された。このことは、本調査によってよりほぼ間違いのないもの

と想定されるに至った。第 5次調査報告書において、列石外帯を構成する小塊と建物跡 に触れ

「環 1の建物と列石外帯の配石 (配石墓)と は 1対 1の対応関係を有する」 とした。しかし、

今回の調査では、建物跡の作数が少なくその対応関係については否定的に成らぎるをえない。

このことから建物については朽ちるまで数度に渡 り使用されたものと考えられる。建物跡の性

格は、これまで同様、墓域・墓に関連したものと捉え、濱屋と判断される。なお、昭和27年第

二発掘溝において住居跡が確認されているが、再確認できなかった。また、その柱配置は建物

跡のその配置にも似ているが、本調査において特定できなかった。

構築時期は出土遺物、他遺構 との重複関係よりその大半が縄文時代後期前葉と考えられる。

しかし、建物跡を構成する柱穴状 ピット内より後期中葉の土器破片が出土するものもあること

から後期中葉まで至る可能性をもった建物跡の存在が示唆された。これについては次の調査の
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課題としたい。

環状配石遺構 としたものは、環帯部と張 り出し部から構成される特異な形態の配石遺構で、

これまで確認されたものを含め計10基 となった。今回新たに万座環状列石東側での 3基の確認

は、環状配石遺構の広範囲な分布を示唆させるものである。性格については、これまでと同様

「祭鵞E関連施設」と考えている。しかし列石やその他の遣構 との時期的・位置的関係、本遣構

内に存在する焼土遣構や出土遣物等から再度吟味が必要であろう。

本遺構の構築時期については、他遺構との新旧関係及び周辺の出土遺物から縄文時代後期前

葉～中葉と考えられる。

第404号配石列は、昭和21年の調査 (第 4図①)に よって万座環状列石の近傍及び第10次調

査 (D4区 )に よって確認されていたもので、本調査によってその東側延長部分を確認、その長

さは88m余 りに達した。

また、同じく第10次調査で確認 した第409号・410号配石列は、万座環状列石外帯より延びる

ことが本調査によって確認されている。確認状況よリー対と考えられるこの配石列の開口部線

上には、第 6次調査 Fl区の竪穴住居跡群が占地しており、万座環状列石への導入路的な印象を

受ける。この配石列は建物跡 と考えられる柱穴状 ピットが埋 り切った時点で構築されている。

第606号配石列は第602号石囲炉 と一体となっており、これまでに確認されたものと趣を異にす

るものである。

配石列の構築時期は、他遺構 との重複関係・周辺の出土遺物・確認層位等から縄文時代後期

前葉～中葉と考えられる。

Tピ ットはいずれも長楕円形を呈するもので、その長軸方向はこれまでの調査で確認 された

ものと同様概ね西―東を向く。第643号・644号 Tピ ットは距離にやや隔たりがあるが一対のも

のとして捉えることができる。

土墳・フラスコ状土墳は、列石タト帯より36m～44mの環 3か らその大半が検出されている。

土墳は楕円形を呈するものがそのほとんどである。その長軸方向は、万座環状列石の中心よ

り放たれた放射線 (求心線)と 同一方向又はこれに直交 し、同列石と強い関連が示唆される。

フラスコ状土墳は調査区東 。南側に集約する傾向にある。集約の傾向は以前の調査でもみら

れ、構築場所が限定されていたものと考えられる。第603号 フラスコ状土墳より炭化堅果類 (栗 )

が出土している。

Tピ ット・土墳・フラスコ状土墳の構築時期は、遺構確認面、出土遺物より縄文時代後期前

葉と判断される。

縄文土器は、後期前葉―‐中葉に位置付けられるもので、後期前葉の土器が全体の約 9割 を占

めている。前葉の土器は調査区全域より出土 しているが、中葉土器は万座環状列石南東倶1隣接

-121-



地域からの出土が多い。埋設土器 (第601号埋設土器)と して用いられた深鉢形土器は、同時

期・同種のものと比較しても大型のもので、用途の違いを感じさせる。

石器の出土状況 を見ると、万座環状列石隣接地からの出土は少なく、離れるに従って数量を

増す傾向にある。石器としては、石鏃、石匙、石箆、石錐、掻器、磨製石斧、凹石、敲石、石

錘、磨石、石皿等がある。圧倒的に掻器が多く、凹石、石鏃が続 く。石匙のつまみ部に黒色樹

脂の付着痕が観察されるものがあることは、装着技法を知る上で貴重なものである。敲石とし

たものの一部には一方向からの打ち欠きによって扶れを作り出しているものがある。石錘の未

完成品と見ることも出来るが、決れを作 り出す時の打ち欠き方向が石錘と比べ偏っている。用

途を踏まえ検討する必要性があるものと考えられる。

土製品としては、土偶、足形付土製品、鐸形土製品、茸状土製品、耳飾、有子L土製品、有溝

土錘等多種にわたっている。本調査の出土土製品の中で特に注目されるのは足形を押 した土製

品の出土である。これまでに北海道・青森県より出土 したものと比較 し、土版・押捺された足

形とも大きく、しかも指先だけの押捺である。いずれにしてもその性格は護符 としての要素が

強いものと考えられる。

石製品としては、石剣、足形石製品、盤状石製品、軽石製石製品等多種にわたっている。足

形石製品については他遺跡での出土例は無 く、新見識のものであるが、足形付土製品と同様の

性格が考えられる。
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ふ り が な

所収遺跡名

ふ り が な

所 在 地

コ  ー  ド
Jヒ   来事 東 経 調査期 間 調査面積

耐
調査原因

市町村 1遺跡番号

特別史跡

大湯環状列石
秋田県鹿角市
十和田大湯
字万座

字野中堂

字一本本
後口

05209 123 40度
16分

20秒

140=電

48う)
491少

1995.05.16

1995、 09 30

2,656 史跡整備
に伴 う発
掘調査

所収遺跡名 種 別別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 別 事 項

特別史跡
大湯環状列石

集  落 縄文時代
後期

環状配石遺構  3基
配石列     5条
配石遣構    3基
建物跡     17基
埋設土器遺構  1基
石囲炉     2基
Tピ ット   3基
土 渡     24基
フラスコ状土渡 15基

縄文土器

(後期前葉～中葉)
石器

石礫.石匙・石箆・掻
器・凹石・石皿など
土製品

土偶・足形土版・耳飾

鐸形土製品など

石製品

石剣・足形石製品など

大湯環状列石を中
心に同心円状に広
がる集落跡
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PLl 特別史跡大湯環状列石全景
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遺跡全景 (S→N)

S8604～ 606

SB 608

111  1‐ ■:=ユ :=策ゞ半:瞥:

遺跡全景・建物跡
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遺跡全景 (N→ S)

SB 601～ 603

SB604・ 605

SB610 SB613・ 615・ 617

PLl



Pit623´‐626
「 lrl■■‐■■|||
Pit668・ S K613

Pit 714 ・715

Pit 919 Pit929。 921

柱穴状 ピッ ト

ー 127-

PL2



SX(S)602 SX(S)603

SX(S)608

111二411轟義, 一蟷

SX(S)404

SX(S)409・ 410 SX(S)601

SX(S)604 SX(S)605

環状配石遺構 。配石列・配石遺構
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PL3



SX(0)601 SX(0)602

sx(f)607 sx(f)608

SF(U)601 SK(F)603

SK(F)615

石囲炉・焼土遺構・埋設土器・フラスコ状土墳PL4
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調査区南側土墳群

調査区中央～北側

■|■■■
=■ '■

■や

万座環状列石隣接地

土墳・調査区全景
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脅鱚
魏“

出 土 土 器 (l)
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緻 晰

鰊 j颯8

20～ 28- 遺構夕|

瑣

鼈

笏
２３

　

　

　

　

　

　

　

　

　

３‐

％

瞑

瞑

勒

は
‐４
贔⑫

鰊
不

は
５
％
妙

釉

▲
■

は

４
は攀

レ

・は

３
贔霰
＝

藝

颯

卜
‐８

螂

嘴

９
鞣

１７
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骰
隆
颯

蜀

儡
靡
靱

遺構外出土石器 (2)
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PL8



蝙 77

75

PL9 遺構外出土石器 (3)
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軋

蝙
靡
颯

骰

蛯
聰

106

‐‐８　　　　　鱚魃輻瘍輻瘍魃鰊‐２

躙

‐２４

彬

‐２

一
一
一
一
一

・・　
り
」

一．一．一．・・・．一一一一一一． ・．一一・・〓一一

遺構外出土石器 (4)
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鰺
　

　

魏

妙

鰊
５２

６

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

６

蝙

‐ ５

轟

鞣

６６
９ α

υ

・一一
痣

遺構外出土石器 (5)

-136-

P Lll





《核核彰餃灯鸞9

:な

0屹又卜卜型膀i9
出土土製品

一-138-

P L13

遺構タト



11■ ||||■ ||

41

出土石製品 (1)
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鼈

‐

出土石製品 (2)

-140-

P L15



鹿角市文化財調査資料 52

特別史跡大湯環状列石発掘調査報告書 (11)

発行年月日  平成 7年 3月 31日

発 行 者  鹿角市教育委員会

電9018--52

秋田県鹿角市花輪字荒田 4番地 1

TEL 0186-23-5111

印 刷 所  (有 )大館孔版社

9017

秋田県大館市谷地町後60


